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どこを目指し、どう経営するのか？
─ タカラトミーグループの成長戦略
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特集│新たな成長に向けたタカラトミーグループの挑戦

1924年に富山栄市郎がタカラトミーの前身となる富山玩具製作所を創
設して以来、タカラトミーグループは、創業理念を揺るぎない価値観とし
て脈 と々受け継いできました。時代によって人々が求めるおもちゃが変化
し続ける一方、私たちは「われらの優良な商品で世界の市場をにぎわせ
よう」という想いを変えることなく持ち続けていきます。

変わらないものと変わるもの
─ タカラトミーグループの価値観
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タカラトミーグループの理念

ステークホルダーとの共存共栄

世界に通用する品質へのこだわり

富山栄市郎が同じ志をもつ仲間たち
と結成した東京玩具工業同志会の起草
文には、お互いに切磋琢磨しながら共
存共栄していくことこそが、日本の玩具
産業の発展と自らの成長につながって
いくのだという想いが込められていまし
た。富山栄市郎が理想とする共存共栄
という想いは、創業理念としていまなお
息づいています。

戦後、粗悪品が横行する中で、当社は
その品質を世界から評価されながら、
さらなる品質向上に取り組み続けてき
ました。1971年、その活動が結実し、シ
アーズ・ローバック社によるシンボル・オ
ブ・エクセレンス賞※を日本の玩具メー
カーとして初受賞するという栄誉に輝
きました。
※	｢優れた企画の商品を優れた品質で、決められた納期内に」提供する企業を世界中から選定し授与する賞

脈々と引き継がれてきた理念

1971年、シンボル・オブ・エクセ
レンス賞の伝達式でシアーズ・
ローバック社玩具部門責任者
ワーデル氏（写真左）と富山栄
市郎（写真右）
写真上：メダルは1976年の受
賞時のもの

東京玩具工業同志会　東京玩具
共同販売部のメンバー（前列中央
が創業者富山栄市郎）と彼らの理
想を記した起草文「産業指導精
神」の冒頭『経営者座右の銘』

おもちゃづくりへの情熱

わずか11歳にしておもちゃづくりを志
した富山栄市郎の「未来への無限の可
能性をもつ世界中の子どもたちのため
に、真に品質の優れた、価値ある商品を
創り出さねばならない」というおもちゃ
づくりへの情熱は、今も当社に脈 と々引
き継がれています。

企業理念

企業指針

行動基準

「創業理念」は会社の根幹をなすものであり、
タカラトミーグループに脈々と引き継がれ、拠り所とするものです。

「企業理念」とは、タカラトミーグループが
永続的に目指すべき企業集団の使命をいいます。

わたしたちは、新しい遊びの価値を創造します。

すべての「夢」の実現のために
こどもたちの「夢」の実現のために

パートナーの「夢」の実現のために
社会の「夢」の実現のために

株主の「夢」の実現のために
わたしたちの「夢」の実現のために

われらの優良な商品で
世界の市場をにぎわせよう
誠意と努力は他を益し
自己の幸福の

もとい

基となる

創業理念

創業理念

企業理念

創業者・富山栄市郎は、「未来への無限の可能性をもつ子どもたちのために、真に品質の優れた、価値ある
商品を創り出す」という信念をもって、当社を創業しました。このおもちゃづくりの哲学を謳った当社の「創業
理念」は、会社の根幹をなすものとして、脈 と々受け継がれてきました。この「創業理念」とともに、タカラト
ミーが永続的に目指すべき使命である「企業理念」は常にグループ全体で共有されています。これら理念を
礎にした事業展開の軌跡はタカラトミーの歴史となり、その歴史にはタカラトミーの価値観が表れています。

変わらないもの

すべては子どもたちの笑顔のために
写真右：世界中で人気となった「シャボン玉を
吹く象」（1957年）

© TOMY

株式会社タカラトミー  アニュアルレポート20222 3



タカラトミーグループのあゆみ 会長メッセージ

代表取締役会長 CEO

新型コロナウイルス感染症は人々の生命を脅かすにとどまらず、グロー

バル・サプライチェーンの混乱や中国のゼロコロナ政策による生産・物流

の停滞などにより、企業活動にも大きな影響を及ぼしました。私たちの生

活様式や働き方は2年以上に及ぶコロナとの闘いの中で大きく様変わりを

し、非接触・非対面を原則とする「新しい生活様式」の定着に合わせてデジ

タル化が加速度的に進んでいくのを実感しています。変化をチャンスととら

えることで見えてくる景色は大きく変わっていくのだと強く感じています。

私たちが生業とする「おもちゃ」や「アソビ」は、コロナ禍において人と人

とを繋ぐ媒介としての役割を高く評価されており、それを裏付けるように

国内外の玩具市場は成長を続けています。「われらの優良な商品で世界

の市場をにぎわせよう」と創業理念に謳う私たちは、大きく変化する時代

の流れに柔軟に対応しながら、引き続き優良で安心・安全な「おもちゃ」や

「アソビ」を世界中に提供し続けていかなければならないとの思いを強く

しています。

2021年5月、タカラトミーグループは国連グローバル・コンパク

トに賛同し、「人権」「労働」「環境」「腐敗防止」4分野10原則を

支持し事業活動の中で実践することで、健全な企業風土の醸成と

社会の持続可能な発展に貢献することを表明いたしました。

私たちの事業活動の根底にあるのは、未来への無限の可能性を

持つ世界中の子どもたちのために常に価値ある遊びを創造し、夢

や笑顔を提供するために努力し続けることです。

すべての夢の実現のために、私たちはサステナビリティビ

ジョンに掲げた「世界中の子どもたちと友だちになる」こと

を通じて、社会課題の解決を目指してまいります。

時代ごとのニーズに応えるおもちゃづくり

時代を超えて愛され続けるロングセラー商品と
時代ごとに求められる新しいアソビを生み出し続けることで

私たちは歩みを止めることなく成長し続けます。

金属からプラスチック・ビニールといった素材・技術革新、需要増に応えるための海外生産体制の
構築など、私たちは時代に合わせたものづくりを行ってきました。さらに多くのニーズに応えていくた
めに、共遊玩具やマーケットインの発想を持って玩具業界をリードしてきたタカラトミーグループは、
これからもグループ一丸となって真の国際優良企業を目指し、歩み続けていきます。

変わるもの

ビニール加工技術を活かした
商品開発

1960年〜

マーケット重視の
商品開発

1990年〜

金属からプラスチックへ

1950年〜

真の国際企業を目指して

2000年〜

大量消費に応える
海外生産体制の構築

1970年〜

HT研究室の設置

1980年〜

© ＴＯＭＹ　 © 青木たかお・ベイブレードプロジェクト © ＴＯＭＹ TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids
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売上高

億円1,654
営業利益

億円123
EBITDA

億円192

企画・開発

生産・製造

品質管理

販売プロモーション

ライセンス

アフターサービス

Outstanding 
Global Company
─真の国際優良企業─ 世界中の

子どもたちと
友だちになる

中期経営計画（2021-2023年度）

グローバルで強みを活かしたSustainable Growth（持続的成長）
実現に向けた基盤整備を行う。

P62 P51

2021年度（2022年3月期）連結業績

財務パフォーマンス

2

3

4

5

6

1 「適所適材」をキーとした出口・年齢・地域のさらなる攻略
日本を基点としたヒット商品の創出
IP投資の継続でグローバル成長に備える
アソビをキーとした新規事業の立ち上げ
バリューチェーンへのDX活用による新しい価値創造
サステナビリティ・CSRの取組み

ステークホルダー

夢をカタチにする
バリューチェーン

持続可能な社会の実現

地域社会における経済の活性化

教育・文化への貢献

持続可能な地球環境への貢献

社会・
地球環境

公正・公平な取引を通じた
強固な信頼関係の構築

株主「夢」を形にする
新しいアソビの価値の提供

お客様

社員の自主性と創造性が
最大限発揮される職場環境の提供従業員

質の高い成長と健全な経営

持続可能な社会への貢献

パートナー
（お取引先）

セグメントの
拡大

ロングセラー
商品

国内・海外
グループ
商品

Life Time Valueの向上

ステークホルダーとの共創価値

持続的成長に向けた変革

サステナビ
リティビジョン

実現したい夢実現したい夢

中期経営計画（2021-2023年度）

タカラトミーの創出する価値

子どもたち・お客様の夢 日本、世界が解決すべき課題

お客様
社会・地球環境

株主 従業員
パートナー
（お取引先）

創業理念
P8

タカラトミーグループの価値創造プロセス
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Strategy

どこを目指し、どう経営するのか？
─ タカラトミーグループの成長戦略

数々のロングセラー商品や時代を反映したヒット商品など、タカラトミー
グループはいつの時代も子どもたちに愛され続ける商品を生み出して
きました。パンデミックや気候変動、技術進歩など、かつてないスピード
で変化していく時代の中で、人々の多様な価値観やニーズに応える「ア
ソビ」を提供していくためにタカラトミーグループはどこを目指してどの
ように進んでいくか。社長の描く成長戦略をご紹介します。

社長メッセージ

代表取締役社長 COO

当社を取り巻くマクロ環境は、過去に類を見ないほ
どの予断を許さない状況が続いています。新型コロナ
ウイルス感染症によるサプライチェーン混乱の余波が
残る中、ロシアによるウクライナ侵攻という痛ましい事
象が起き、世界のエネルギーや原材料、金融市場への
影響が当面続くことも予測されています。
このような激動の時代においても、タカラトミーグ
ループが永続的に目指すべき使命として「企業理念」

2022年3月期は、新たな中期経営計画の初年度に
あたります。中期経営計画では「グローバルで強みを
活かしたSustainable Growth（持続的成長）実現に向
けた基盤整備を行うこと」を中期方針に、「アソビで、
世界はもっと良くなる。だからアソビで、未来のグロー
バル社会に大きくこたえます」をビジョンとして掲げて
います。これまでも、タカラトミーグループは利益体質
への継続的な改善に取り組み、3カ年の累計営業利益
を着実に成長させる基盤を構築してきました。その基
盤のもとスタートした2022年3月期において、売上高
は前期比17.2%増の1,654億円、営業利益は同74.4%
増の123億円と、期初に公表した連結業績予想を上回
り、順調なスタートとなりました。
「キデイランド」「トミカ・プラレールショップ」などの
小売事業や「トミカ博・プラレール博」などのイベント
事業においては、引き続き新型コロナウイルス感染症
に伴う外出自粛傾向の影響が長期化しましたが、そう
した制限を受けながらも玩具出荷は伸長し、タカラト
ミーアーツが展開するガチャやアミューズメントマシン
も人気を博しました。

グローバルでの強みを活かし、
サステナブルな成長の実現を図る

激動の時代における当社の存在意義

2022年3月期の振り返り

に掲げているのは、子どもたちを筆頭に、すべてのス
テークホルダーの「夢」を実現するために、「新しい
遊びの価値」を創造することです。「おもちゃ」が本来
持っている「ワクワク・驚き・感動・笑顔」をさらに多く
の人へ提供すべく、事業の軸の基点を「おもちゃ発」か
ら「アソビ発」としてセグメントを拡大し、お客様の価
値観の変化にも柔軟に対応できる会社でありたいと
思っています。

株式会社タカラトミー  アニュアルレポート20228 9



また、2022年3月期はヒット商品を創出できた１年
でもありました。例えば、2021年7月に発売した新触
感液晶玩具「ぷにるんず」は、液晶画面に登場する50
種類以上の魅力的なキャラクターと、それらに直接
触れ合っているかのようなデジタルとリアルが融合し
た不思議な感覚が楽しめる商品として高い人気を集
めました。また、2021年4月より国内でテレビアニメシ
リーズ第2弾として放送開始した『新幹線変形ロボ シ
ンカリオンZ』は、秋からは香港でも放送が開始され
るなど、関連玩具の出荷が伸長しました。2022年に
20周年を迎えるトレーディングカードゲーム「デュエ
ル・マスターズ」では、希少性の高いカードを収録しコ

レクション性を高めるなどの積極的なマーケティング
が奏功し、販売が大きく伸長いたしました。その他に
も『ポケットモンスター』や放送3年目に突入したテレ
ビアニメ『パウ・パトロール』関連商品も売上の拡大
を牽引しました。メガヒットコンテンツとなった『鬼滅
の刃』は、「トミカ」「リカちゃん」「プラレール」、さらに
はタカラトミーアーツのガチャ商材などに幅広く展開
し、売上拡大に貢献しています。2020年10月にTOMY 
International, Inc.の子会社となったファット・ブレイ
ン・グループの商品も好調に推移いたしました。

日本における2021年の出生者数は、厚生労働省の人口動
態統計（速報値）では約84万人と６年連続で過去最少を更新
しました。また、15歳未満人口（推計値）は41年連続の減少と
なる1,465万人、全人口に占める割合も11.7%と48年連続し
て縮小傾向が続いています※。こうした状況下において、中期
経営計画を達成するためには、シニアやKidults（キダルト）と
いったハイターゲット層や、海外市場といった新しいお客様へ
のアプローチが重要になってくると考えています。玩具は子ど
もを対象にしたもの、という概念を変え、アソビ心をもつ全て
の人々に「アソビ」を提供していくことで、顧客層の拡大を図り
ます。そして、ずっと私たちのお客様でいていただけるよう、幅
広い年齢層から支持される魅力ある商品・サービスの開発を
通じて、Life Time Valueを上げていくことを目指します。

私たちの強みは、「トミカ」「プラレール」「リカちゃ
ん」などの定番商品をはじめ、「ベイブレード」「トラン
スフォーマー」「ゾイド」といった多様なブランドを保有
し、そのIPの成長を図れることです。これらのIPを、グ
ローバルに通用する多様な自社・パートナーブランド
パレット（適材）として最大限活用し、ブランド毎のター
ゲット年齢層あるいは市場地域（適所）に合わせしっ
かりとした展開を図ることで、ヒット創出とシェア拡大
を目指します。また、新たな情報付加価値を追加する
ことでブランド価値をさらに向上させ、玩具外収入を
増加させるという新たな出口戦略の拡大も図りなが
ら、ブランド・IPをさらに成長させてまいります。
ターゲット年齢層においては、「Kidults（キダルト）」

という言葉が生まれているように、消費のドライバー
の一部を大人が牽引するように変化しつつあります。
「アソビ」心を持った大人のファンの方々にも楽しん
でいただける商材(Fan Economy)を揃え、次の消費
の主体となるＺ世代を惹きつける共感性(Narrative)
を強化し、様々なSNS等を活用している世代（Digital 
Natives）に魅力ある商品を提供することで、ブランド
力を強化してまいります。
例えば「トミカ」では、2015年から“大人のためのト

ミカ”シリーズとして「トミカプレミアム」を展開してい
ます。車のフォルム、細かな塗装や印刷、ホイールのデ
ザインなど、可能な限りリアリティを再現して人気を
集め、これまでの「トミカ」の主要購買層だった未就
学児から大人へ、ユーザー層を拡大することにつなが
りました。出荷数は、2015年対比で約2.5倍という状

事業環境認識

「適所適材」ブランドの強みを活用した成長軸

況で推移しています。「トミカ」はもはや、子どもだけ
の「おもちゃ」ではなく、「アソビ」心を持った方々を魅
了する商品として購入いただけるようになっており、
Kidults層への対応の成果が着実に表れていると捉
えています。さらに2021年11月には、映画やドラマ、コ
ミックに登場するクルマを再現し、作品のファンをター
ゲットとした新シリーズ「トミカプレミアムｕｎｌｉｍｉｔｅｄ」
の展開をスタートしました。その中でも、幅広い世代
に人気を博しているアニメ「名探偵コナン」に登場する
「名探偵コナン フォードマスタング（赤井秀一）」が特
に好調な売れ行きを示しています。
今後もこうした成功事例を参考にしながら、Kidults

層に向けたアプローチを加速してまいります。
市場地域展開においては、グループ全体で海外

事業が着実に進展しています。欧州や豪州では、
TOMY International,Inc傘下に入ったファット・ブレ
イン・グループが商品展開を進めると同時に、TOMY 
Internationalグループの商品をファット・ブレイン・グ
ループのD2C（ダイレクト・トゥ・コンシューマー）チャネ
ルで展開する取り組みもスタートするなど、グループの

※	総務省（2022年4月1日時点）

年齢軸
Age

海外
International

ブランド価値
の向上

Brand Equity

玩具外収入
Variety of

monetization 
format

主要国でのヒット
とシェア拡大

Core Region

強みが活用できる事
適所適材

消費のキーワード
NarrativeKidults

Digital NativesFan Economy

個々のブランドの成長軸© ＴＯＭＹ ©プロジェクト シンカリオン・JR-HECWK/超進化研究所 Z・TX
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中期経営計画の中では、「アソビ」というクリエイ
ティビティ思考を働かせながら、課題解決型ビジネス
を通じて社会をより良くする取り組みも行っています。
TOMY Internationalグループでは、ベビー用品

「boon（ブーン）」が開発した生後6カ月目から3歳ま
でのお子様まで対応できるチェアが、育児のお悩みを
解決する商品として好評を博し、米国でThe Chicago 
Athenaeum Good Design®賞を受賞したほか、
ファット・ブレイン・グループの指先知育玩具「Dimpl 
Digits」がPlay Creators Awardを受賞するなど、様々
な未就学児向け商材での挑戦が評価されています。
国内においては、JAXA等と共同開発した超小型の変
形型月面ロボット「SORA-Q」がJAXAの小型月着陸
実証機「SLIM」に搭載されることになりました。開発

持続的成長の実現に向けた基盤を整備するため
に、2021年11月に組織変更と執行役員の増員を図り
ました。従来、事業統括本部の中で抱えていた新規事
業、海外事業、生産戦略といった個別のミッションを担
う本部を新設し、６つの本部の本部長を執行役員が担
当することで、中期経営計画をスムーズかつ迅速に遂
行する体制へと強化しました。また2022年6月の株主

中期経営計画で掲げる「グローバルで強みを活か
したSustainable Growth（持続的成長）実現に向けた
基盤整備を行うこと」に向けた戦略は着実に推進して
いますが、目標達成に向けて、大きく５つのポイントに
取り組み、次のさらなる成長へとつなげていきます。
1つ目は「常勝ヒットメーカー」になるということで

す。当社の持つブランドが広がる日米欧の各拠点で
しっかりとカテゴリーNo.1の獲得を狙っていきます。2
つ目に、そうしたヒット商品をさらなる売上拡大につな
げるため、地域軸での拡大、つまり「海外市場への大規
模アクセス」を図っていきます。欧米はもちろん、アジア
地域においては、特に中国、韓国、香港、台湾等の市場
で、タカラトミーの認知をより浸透させていきます。3つ
目は、玩具から「アソビ」へという「出口・年齢戦略の拡
大」です。子どもだけでなく「アソビ」心を持った大人の
方々にもご購入いただける商品を取りそろえることで、
商品のLife Time Valueを上げ、収益基盤の強化を図

アソビで、世界はもっと良くなる

サステナブルな成長を支える基盤の構築

中期経営計画達成への道筋

には当社の玩具作りにおいて培われた小型化、軽量
化の知見と、変形機構に関わる技術が活用されまし
た。このように玩具づくりのノウハウを活かした新た
な取り組みが進んでいます。さらに、デジタルとフィジ
カルが融合した新しい「アソビ」の提案として開発した
「MUGENYOYO（ムゲンヨーヨー）」は、専用アプリで
ARエフェクトをつけた動画を撮影し、それを若い世代
が愛用するSNS「TikTok」などで広げていく新感覚の
デジタルエンターテイメントとして展開しています。
これからも私たちは、品質とものづくりへのこだわり
から生まれた技術力を、人々の潜在的なニーズやデジ
タルサービスと結びつけることで従来の玩具の枠組み
を拡張し、新たな価値の創造に取り組んでいきます。

総会での可決を経て、取締役会の構成を社外取締役
5名、社内取締役4名の9名体制とし、企業経営や専門
分野で豊富な経験と知見を有する独立社外取締役を
過半数とする体制を継続しました。引き続き、取締役
会の独立性を高めるとともに、監督機能を強化し、実
効性のあるコーポレート・ガバナンスの構築に努め、
経営の透明性、客観性を担保しながら持続的な企業

ります。また4つ目としては、当社の持つブランドIPを最
大限活用することで、「デジタルマネタイズ」を実現して
いくことです。すでにトレーディングカードゲーム「デュ
エル・マスターズ」では、アプリを活用したデジタルマネ
タイズの成功事例が生まれており、こうした展開を他
のIPにおいても推進していくことで将来の成長基盤を
固めてまいります。
その上で、5つ目のポイントが「新しいアソビの価値

の創造」です。外部環境は激しく変化していますが、当
社の企業理念にも掲げた「すべての『夢』の実現のため
に」現中期経営計画の3年間で、しっかりと新しい遊び
の価値を創造し、人々に笑顔を提供し続けていきます。
タカラトミーグループの強みを活かした取り組み
を通じて、世界中の人々を笑顔にする、より良い商品・
サービスの提供に尽力してまいりますので、ステーク
ホルダーの皆様におかれましては引き続きご支援い
ただきますようよろしくお願い申し上げます。

間でのインタラクティブなビジネスが加速しています。
また、欧米向けビジネスでは、グローバルパートナー
との良好な協業関係の下、第3世代の「ベイブレード
バースト」が息の長い商品となるなど「ベイブレード」
の継続展開によるエバーグリーン化が実現していま
す。「トランスフォーマー」においては高価格帯のシ

リーズが人気を博し、海外向け輸出が好調に推移し
ています。タカラトミーアーツにおいてもアミューズメ
ントマシンのアジア展開を開始したほか、アジアの人
気アーティスト関連商品も、海外で人気を博すなど、将
来の成長ドライバーとなる地域軸での拡大も順調に
進捗しています。

Play Creators Award 受賞

©2003-2020 Fat Brain Holdings LLC. All rights reserved.The Chicago Athenaeum Good Design®賞

価値の向上を目指していきます。
サステナビリティ・CSRに関しては中期経営計画の

全社戦略の１つとして取り組んでいます。サステナビ
リティビジョン「世界中の子どもたちと友だちになる」
の実現に向けて、昨年2021年2月に、私（代表取締役
社長）を最高責任者としたサステナビリティ・CSR推進
体制を構築しました。さらに、中期サステナビリティ目
標・KPIのうち、特に横断的な取り組みが必要なテーマ
である「化学物質管理」「ダイバーシティ」「CSR調達」
「環境」の4つのテーマ別のグループ横断メンバーに

よるタスクフォースを立ち上げ、目標達成に向けた取り
組みを推進しています。例えば「ダイバーシティ」では、
タカラトミーの女性管理職比率は2021年3月時点では
9.0%でしたが、2022年4月には12.9%となり、3.9ポイ
ント上昇しました。今後も更なるダイバーシティの取り
組みを進めてまいります。「環境」に関しては、非石油
系素材の研究を進めるとともに、気候変動への対応に
ついてもシナリオ分析によるリスク・機会の抽出や財
務影響評価を行い、TCFD（気候関連財務情報開示タ
スクフォース）提言に基づいた開示を進めています。

現中期経営計画において
グローバルで強みを活かした
Sustainable Growth（持続的成長）実現に
向けた基盤整備を行う新しいアソビの価値の創造

出口・年齢戦略の拡大

常勝ヒットメーカー

デジタルマネタイズ

海外市場への大規模アクセス
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CHANGE

新たな成長に向けた
タカラトミーグループの挑戦

タカラトミーが
変わる？!

アソ
ビ

特集

タカラトミーでは、2021年度に策定した中期経営計画において、
事業の基点をこれまでの「おもちゃ」から「アソビ」へと変更
しました。創出価値を「アソビ」とすることで、ターゲットを
“アソビ心をもつ世界中の全ての人々”へと広げ、事業
領域の拡大を図っていきます。

アソビって何だろう？
おもちゃと違うのかな？

「おもちゃ」という
ハードを基点にした
考え方から

「アソビ」という価値基点の
製品・サービスの創出へ

アソビ
変化のキーワード

変化のキーワード

事業領域の変化

1タカ
ラトミーの挑戦

3～6歳を中心とした
子どもと親 アソビ心をもつ世界中の全ての人々

既存ターゲット 新しいターゲット

おもちゃ 遊び方や価値観が変化し、「Kidults」と呼ばれる遊び心を持っ
た大人が一定のマーケット層を醸成するようになっています。
タカラトミーではターゲットを“アソビ心をもつ世界中の全ての
人々”へと広げ、「アソビ」の力を通じて「ワクワク・驚き・感動・
笑顔」があふれる、より良い世界づくりに貢献していきます。

株式会社タカラトミー  アニュアルレポート202214 15



多様化するニーズに応える
価値創出のための原動力

特集 新たな成長に向けたタカラトミーグループの挑戦

豊富な自社・パートナー
ブランドパレットの活用

ダイバーシティ

イノベーション

世界中の全ての人々に
アソビを提供

核となるブランドを豊富に有し、
あらゆる年代に展開することで

事業の基点を「おもちゃ」から「アソビ」
にすることで事業領域を拡大し、多様な
アイデアとクリエイティビティな思考を
発揮することで、タカラトミーは、グ
ローバルに広がる多様な消費者の多
様なニーズ・用途に向けて価値を創出
します。「アソビ」が生み出すイノベー
ションは、社会課題の解決にもつながる
原動力になります。

新しい価値創造に向けた事業基盤の進化

2タカ
ラトミーの挑戦

定番商品の持つブランド力と豊富なブランドパレットを基盤として、
多様なアイデアをカタチにする力をグループの新たな原動力に

多様な価値観に応える
多様なアイデアを持つ
人財の確保・育成

グローバルブランドの展開、
地域ごとのニーズを理解する
現地グループ企業との連携

あらゆる年齢層への
商品・サービス開発に向けた

パートナー、IP、テクノロジーの開拓

Seniors

Kidults

Tweens

Teens

Preschoolers

Kids

Baby
Toddlers

グローバル

デュエル・マスターズの事例を次ページからご紹介します
© ＴＯＭＹ　© ＴＯＭＹ/Shogakukan　©プロジェクト シンカリオン・JR-HECWK/超進化研究所 Z・TX　TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids
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デジタル事業室 室長
佐戸憲一

デジタル事業室 企画課 主任
松浦元気

新たな成長に向けたタカラトミーグループの挑戦特集

世界観を広げ、様々な世代へ向けたアウトプットを用意 INTERVIEW

いろんな人がいろんな遊び方で楽しめる
様々な「デュエマバトル」がある
遊び場の実現

「デュエル・マスターズ プレイス」は、アナログのトレーディングカードゲーム「デュエル・マス
ターズ」の生み出した一つの世界観を、デジタルのスマホアプリへと広げ、子どもから大人ま
で、世代を超えて幅広いプレイヤーに楽しまれています。

2002年の発売以来、長期にわたって人気を博している1対1の対
戦型トレーディングカードゲーム。プレイヤーは40枚のカードで組
まれたデッキを用意し、溜めたマナ（エネルギー）を使って、召喚し
たクリーチャー（モンスター）や唱えた呪文によって、相手のシール
ドをブレイク（破壊）していくことで勝利を目指す。

「デュエル・マスターズ」をスマホアプリで展開するという着想は、カード
ゲームのユーザーアンケートから生まれました。「遊ぶ相手がいなくなった」
「友だちと会って遊ぶ時間がない」という、対戦型カードゲームならではの
課題を解消するために、いつでも、どこでも、誰とでも遊べるオンラインゲー
ムとして、スマホアプリ「デュエル・マスターズ プレイス」を開発。原作の持
つ世界観を大切にしながらも、原作にないオリジナルキャラクターをオリ
ジナルストーリーとともに追加するなど、「デュエル・マスターズ プレイス」
ならではのアソビを広げると同時に、目の前の友だちと遊ぶのではないオ
ンラインゲームだからこそ求められるテンポの速さにも留意しています。

デュエル・マスターズ プレイスデュエル・マスターズ プレイス

デュエル・マスターズとは

PICK UP
カードゲームからスマートフォン用ゲームアプリへ

デュエル・マスターズ プレイスの果たす役割

© 2022 Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids © TOMY ©DeNA　 TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids © 2022 Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids © TOMY ©DeNA　 TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids
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プリスクール

ティーン

シニア

キッズ

キッズ

キッズ

イベント会場風景

運営チームでは、常に対戦データをKPI※として集
積・分析してゲームのバランス調整を図っているほか、
定期的なユーザーアンケートの実施でカードの評価を
分析したり、YouTube公式チャンネルやTwitter上に寄
せられるコメントなどにも目を通すことで、プレイヤー
ニーズのリアルタイムでの把握に努めています。「お
客様に近い運営チームであれ」との方針の下、コロナ
禍でリアルなイベントの開催が難しい中でも、オンラ
インでの公式イベントにお集まりいただいた3,000人
近いプレイヤーの皆様と、Discordサーバー（コミュニ
ケーションツール）を使って雑談の場を設けるなど、プ
レイヤー同士、あるいはプレイヤーと運営チームとの
接点を大切にしています。
今後も、ユーザーがスマホ上で子ども時代にタイム

スリップし、当時は知らなかった新たなシーンの扉が
開いていくようなワクワクする体験を提供し続けます。

新たな成長に向けたタカラトミーグループの挑戦特集

玩具メーカーである当社がゲームアプリの開発を
進めるにあたっては、当初、社内からも版権元からも
ゴーサインが出ませんでした。そこで大手ゲーム会社
の株式会社ディー・エヌ・エー様に協業を持ちかけ、開
発会社も含めた3社での共同開発という形でスタート
しました。企業風土の異なる3社が、同じ目線に立って
長期にわたるゲーム開発を進める中では、相互に意識
のずれなどもあり、苦労もしましたが、各社が得意とす
る領域で力を結集することで、2019年12月に「デュエ
ル・マスターズ プレイス」の配信が開始されました。お
かげさまでリリース後、2年半、多くのお客様にお楽し
みいただいています。今後は、ここでの成功・失敗の体
験をノウハウ・知見として積み上げ、タカラトミーの強
みを活かせる「アソビ」のシーンをさらに広げていきた
いと思います。

同じ世界観を共有して大人から子どもまで
世代を超え、楽しんでもらえるコンテンツに成長

外部パートナーとの協働を通じて
新たなデジタル分野を開拓

様々なイベントを開催、
プレイヤーのニーズを

リアルタイムでキャッチアップ

様々な
ステークホルダーとの

共創価値の創出

「アソビ」の観点から
新しい発想でアプローチする
新規事業を展開していきます。

既存ブランドの拡張によるターゲット年齢層の拡大にとどまらない

さらに

教育

癒やし
コミュニケーション

デジタルの活用

ファッション

© ＴＯＭＹ

※	重要業績評価指標（Key Performance Indicator）
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「アソビ」を生み出す力をコアに事業領域を広げ、
より豊かな社会づくりに貢献していく取締役対談

新たな成長に向けたタカラトミーグループの挑戦特集

富山：	 中期経営計画では、事業の基点をこれまでの
「おもちゃ」から変更して「アソビ」とすることを打ち出
しました。「おもちゃ」だとかなり特定のセグメントに限
られてしまうわけですが、創出価値を「アソビ」と抽象
化することであらゆる年代の人々をターゲットに事業
領域を広げ、様々な社会課題の解決に貢献していき
たいという思いを反映しました。
伊能：	 取締役会でこの話を聞いたとき、すごくいい
なと思いました。タカラトミーは「おもちゃ」を軸に実
績を積み上げてきた会社ですが、自らの価値を「アソ
ビ」と抽象化したことで、事業領域がすごく広がったと
思います。さらに可能性を広げていくためには、「アソ
ビ」を軸に生活をプロデュースしていくことが自分た
ちのバリューだと認識し、それを発信していくことが必
要だと思います。
富山：	 ありがとうございます。伊能取締役のおっ
しゃる通り、例えば「トミカ」「プラレール」や「リカちゃ
ん」では子どもたちが「アソビ」ながら自分の思い描く
社会や生活をつくり出し、社会の縮図を学んでいるん
ですよね。このように「アソビ」を通じた社会や生活の

プロデュースが当社の原点にあります。この考え方を
幅広いターゲットに拡大することで、既存のコンテン
ツを大人向けに展開するにとどまらず、全く新しいア
プローチ、例えば生活に癒やしを求めるシニア向けに
は顔認識機能搭載のコミュニケーション人形「うちの
あまえんぼ あみちゃん」、低価格でおしゃれをしたい
ティーン向けにはネイルチップ専用プリント機「ネル
チップ」など、様々なニーズに対してタカラトミーなら
ではの発想力を活かした「アソビ」を提案していきた
いと考えています。
伊能：	 もともと「おもちゃ」は一つのツールであり、
タカラトミーの持つ真の価値は、「アソビ」を開発する
力にありますよね。「東京おもちゃショー」などを見て
も、タカラトミーの開発力、発想力は抜きんでていると
感じました。私はNTTにいましたから、AI音声合成技術
を活用し、実在の人物の声とそっくりなコエをつくる読
み聞かせスピーカー「coemo（コエモ）」を見たときに、
音声認識や音声合成などの要素技術がこんな形で最
終商品になるんだ、と本当に感動しました。音声合成
だけでなく、効果音も出るという仕掛けまであって、タ

発想のポイントをうまく活用することで
事業領域を広げ、
より高い付加価値を生み出せる領域に
挑戦していきたいです。

タカラトミーの持つ真の価値は
「アソビ」を開発する力。
もっと新しい「アソビ」が生まれるのではないか、
という期待を抱いています。

富山 彰夫
常務取締役
事業統括本部長 兼 海外ビジネス本部長

伊能 美和子
社外取締役

国際基督教大学卒業後、日本電信電話に入社。企業内
起業家としてメディアコンテンツ領域の新事業開発に従事。2015
年に株式会社ドコモgacco代表取締役社長に就任。2017年にタ
ワーレコード株式会社代表取締役副社長を歴任後、東京電力ベン
チャーズ株式会社チーフイノベーションオフィサー。2020年6月より
当社社外取締役に就任。

Profile

カラトミーの「アソビ」を開発する力は本当にすごい
な、と感じました。今後、さらに多くの異なる要素技術
を掛け合わせることで、もっと新しい「アソビ」が生ま
れるのではないか、という期待も抱いています。
富山：	 確かに他の業界の方からは頻繁に「こんな
発想をするんですか！」と驚かれますね。「アソビ」だけ
をずっと考えてきた組織ですから、その発想のポイント
をうまく活用することで私たちの事業領域はもっと広
がっていくと思うんですよね。最近立ち上げた新組織
であるMoonshot Projectでは、既存事業とは異なる
長期目線で社会課題に対する回答を出せないかとい
う模索を続けています。
伊能：	 Moonshot Projectを活用して、そこにラボ的
な要素を盛り込めばオープンイノベーションの仕組み
にもできますし、門戸を常に開いておくと、新しい発想
が向こうから来てくれることも期待できますね。様々な
知見を組み合わせたイノベーションを活性化するため
に、収益を追求する既存事業とは一線を画し、各プロ
ジェクトのKPI※を、どれだけの人にリーチし、どれだけ
の新しい提案をいただいたかとか、どれだけ発信をし
たかといったアイデアやコミュニケーションに関わる
ものにするのも良いと思います。

　また、タカラトミーのブランド力を支える品質も「ア
ソビ」には欠かせない力ですね。
タカラトミーが子どもたちのために追求してきたグ
ローバルでも通用する安全設計は誰にとっても安心・
安全なユニバーサルデザインとしてシニアの方にも寄
り添える力であり、多様性ある社会へも貢献できると
思います。
富山：	 今までは例えば子どもがケガをしないよう、
「トミカ」にはサイドミラーをつけないといったよう
に、商品の造形において安全品質を体現してきました
が、今後は「アソビ」という抽象的なものに対しても、
その「アソビ」が社会の健やかさにマッチしているか、
といった視点で品質を追求していきたいと思います。
最後にもう1つ、我々がつくっている「アソビ」はもっと
付加価値があるということを証明したいと思っていま
す。「アソビ」をつくり出す力と発想力を様々なものに
応用することで、タカラトミーグループ＝おもちゃ屋さ
んという枠から抜け出し、より高い付加価値を生み出
せる領域に挑戦していきたいですね。
伊能：	 そう。タカラトミーが培ったノウハウをおも
ちゃだけにとどめておくのはもったいないですよ。

※重要業績評価指標（Key Performance Indicator）
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Sustainability

サステナビリティ
ビジョンの設定

どう持続するのか？
─ タカラトミーグループのサステナビリティ

アソビ心をもつ世界中の全ての人々に向けて、新しい価値を創造し「ワク
ワク・驚き・感動・笑顔」を提供し続けていくために、私たちは持続可能な
事業活動を進めています。私たちが掲げる「世界中の子どもたちと友だ
ちになる」というサステナビリティビジョンの実現に向けた、環境・社会・
ガバナンスの取り組みについてご紹介します。

世界中の
子どもたちと友だちになる

サステナビリティビジョン
タカラトミーグループの

サステナビリティ
重要課題
（マテリアリティ）
の特定

マテリアリティに
沿った中期目標と
評価指標（KPI）
の策定

サステナビリティ

CSR

タカラトミーグループのサステナビリティについて
は、代表取締役社長が最高責任者として統括していま
す。サステナビリティ経営を推進するため、代表取締
役社長の直轄組織としてサステナビリティ推進室を
設置し、サステナビリティ・ESG課題の取り組み方針・
計画の策定、推進およびモニタリング、社内啓発、ESG
関連情報の開示などを行っています。中期サステナビ
リティ目標・KPIのうち、特に横断的な取り組みが必要
なテーマでは、サステナビリティ推進室が統括する、
テーマ別タスクフォースを設置し、担当執行役員とグ
ループ横断の多様なメンバーによって、取り組みの実
行・推進・新たな提案を進めています。テーマ別タスク
フォースの進捗状況は、四半期に一回の定時進捗会
議にてモニタリングし、定期的に代表取締役に報告・
具申し、必要に応じて取締役会または常務会に報告・
具申・付議されます。

タカラトミーグループは、サステナビリティビジョン「世界中の子どもたちと友だちになる」を実現するために、
持続可能な社会の実現と当社グループの成長の両立を目指した取り組みを進めています。
タカラトミーグループの事業そのものが、アソビ心をもつ世界中の全ての人々に向けて新しい価値を創造し

「ワクワク・驚き・感動・笑顔」を提供していけるようサステナビリティ・CSRの取り組みを引き続き進めてまいります。

サステナビリティ・CSR推進体制

方
針
指
示
・
啓
発
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

取締役会

業務執行部門・グループ会社

サステナビリティ推進室

代表取締役社長 常務会
サステナビリティ推進室担当役員

報告・具申承認

報告・具申指示

報告実行・推進

報告・
新たな提案

指示・
モニタリング

報告・具申承認

テーマ別タスクフォース

化学物質
管理

ダイバー
シティ CSR調達 環境

持続可能な社会の実現と当社グループの成長の両立に向けて
タカラトミーグループが大切にしているもの
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3つの主題 サステナビリティ重要課題 中期サステナビリティ目標・KPI 2021年度の取り組み進捗・成果 事業を通じて直接的に貢献事業を通じて直接的に貢献

❸ ユニバーサルデザイン
の推進

❷ 新たな製品・
サービス・IPの創出

❶ 安心・安全・品質の確保 ● 製造時も含めた、有害化学物質管理
手法・体制の再整備

● エシカル製品・サービスの創出として
SDGsの社内研修
2024年3月末までに従業員100％

● 「タカラトミーグループ化学物質管理方針」を策定、ホームページに開示。
● 国内外グループ全従業員に対しサステナビリティ・CSR研修を実施。

● 推進体制の整備と4つのテーマ別タスクフォースを発足。
● 国内グループ全従業員に対し倫理浸透研修を実施。

● 国内グループ部長職以上に対しダイバーシティ研修を実施。
● タカラトミーの女性管理職比率
 2021年3月時点：9.0%→2022年4月時点：12.9%
● 次年度に向けた障害者雇用の施策を準備中。
● 国内グループ向けに従業員エンゲージメント調査を実施。

● ①CSR調達方針の周知に向け、準備中。

● 石油由来プラスチックの削減を目指し、リサイクルや新素材の研究開発。
　TOMY Internationalでは環境配慮素材の商品を発売。
● 気候変動によるリスクと機会の特定と財務影響評価（TCFD提言に沿った開示）。
● グループ廃棄物管理の専任部署の設置。

● サステナビリティ経営を目指した
委員会の設立と運営

● 企業倫理の社内研修
2024年3月末までに従業員100％

● パッケージ・製品の石油由来プラスチックの削減や
リサイクルを目指し、実証実験開始と進捗の開示

● 2024年3月までに、CO2削減長期目標の策定
● グループ廃棄物管理体制の再整備

全てのSDGs目標に対し、
直接的・間接的に貢献❼ 環境マネジメント

❽ 事業を通じた
教育・文化への貢献

❹ 組織統治と
ステークホルダー
との対話

❺ 多様な人財の活躍

❻ CSR調達

世界中の子どもたちと
友だちになる

● 3つの実施
① CSR調達方針の周知　② CSR調達管理の仕組み化
③ 特にCSR関連リスクの高い課題および拠点の特定

主題❶
ものづくりへのこだわり
「誰もが楽しめる」遊びを

広げます。

胸を張れる大人として
行動します。

主題❷
健全な経営の実行

100年先も子どもたちが
“笑顔”で遊べる環境を守ります。

主題❸
社会・地球環境との共存

● ダイバーシティに関する社内研修 
2024年3月末までに従業員100%

● 女性管理職比率20%

● タカラトミーの法定障害者雇用率2.3%クリアと
その継続的維持

● 従業員エンゲージメント調査の実施と
「働きがい」における課題の特定

※女性活躍推進法に基づく行動計画に沿い、期限は2026年3月期までとする

サステナビリティビジョン

タカラトミーグループ

ステークホルダーとの共創価値の創出

持続可能な社会の実現
地域社会における経済の活性化

教育・文化への貢献
持続可能な地球環境への貢献

社会・
地球環境

公正・公平な取引を通じた
強固な信頼関係の構築

「夢」を形にする
新しいアソビの価値の提供

お客様

社員の自主性と創造性が
最大限発揮される職場環境の提供

従業員 株主

質の高い成長と健全な経営
持続可能な社会への貢献

パートナー
（お取引先）

P.28

P.25

P.30

P.31

P.36

P.34
P.33

タカラトミーグループはサステナビリティビジョン
「世界中の子どもたちと友だちになる」を掲げ、その実
現のために「サステナビリティ重要課題」に沿った中期
サステナビリティ目標・KPI（2021-2023年度）達成への
アクションをスタートしています。ここでは2021年度の
進捗・成果をご紹介します。

中期サステナビリティ目標・KPI（2021-2023年度）の進捗・成果

www.takaratomy.co.jp/company/csr/
story/2022/sustainabilityinitiatives2021.html

当社グループの中期サステナビリティ目標・KPIの
進捗をまとめた動画をウェブサイトで公開しています。
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Column

玩具業界の安全基準より厳格な独自の
安全基準に基づいた検査を実施

IPビジネスによる事業領域の拡大 タカラトミーブランドの確立・向上業界の安全基準より
厳格な独自の品質基準設定

安全品質に対する
従業員への教育・啓発

お客様の声を吸い上げ、次の製品へ
（アフターサービス）

8つのサステナビリティ重要課題への取り組み

タカラトミーグループでは、「商品安全品質管理規
程」を策定し、企画から生産まで一連の流れを仕組み
化することで、安全の確保と問題の未然防止に取り組
んでいます。商品のグローバル展開に合わせ、STマー
ク※に代表されるような玩具業界の安全基準より厳格
な独自の安全基準である「タカラトミーグループ品質
規程」に照らした検査を実施しています。

また、重金属・フタル酸エステル類などの混入を防
ぐため、外部検査機関と社内で検査を実施していま
す。特に欧米へ出荷する製品に対し、規制される有害
物質を削減・排除するため、「タカラトミーグループ品
質規程」の中で製造過程における化学物質の適正な
管理を定めると同時に、商品の製造に関わる協力会
社・工場を対象に、部品や原材料のアセスメント（CSA/
Chemical Safety Assessment）を行っています。さらに
2022年5月には「タカラトミーグループ化学物質管理
方針」を制定し、製造時も含めたバリューチェーン全体
で有害化学物質の管理に努めてまいります。

おもちゃの安全配慮は新たな遊びの登場やテクノ
ロジーの進化とともに変化するため、「タカラトミーグ
ループ品質規程」に定める基準や検査内容は、時代に
応じたアップデートを重ね、2022年8月には「タカラト
ミーグループ品質規程」2022年版となる改訂版を発
行いたしました。さらに、楽しく安全に遊んでいただく
ために、商品パッケージや取扱説明書、自社ウェブサイ
トで子どもの行動を予測した上での警告・注意喚起表
示をするなど、子ども目線での安全対策にも注力して
います。

国内外グループの全従業員を対象に年1回、安全品
質の大切さを考える「安全の日」を実施し、安全への意
識をグローバルで確認しています。加えて開発、品質管
理、営業、お客様相談室などのあらゆる部署と各グルー
プ会社から1人ずつ「安全リーダー」を任命し、1年の任
期中、安全なおもちゃづくりを推進するなど、安全品質
に対する全社の教育・啓発に努めています。

当社グループでは新たな顧客層へのアプローチと
なる、魅力的なオリジナルコンテンツを軸としたIPの
創出に意欲的に取り組んでいます。

「リズスタ -Top of Artists!-」「トミカヒーローズ ジョ
ブレイバー 特装合体ロボ」「キャップ革命 ボトルマン 
DX」については、原作者としてIPの創出に取り組み、
また、玩具を自社で開発、商品化するほか、玩具以外
の商品、サービスへのIPのラ
イセンスを通じて、IPビジネス
の拡大を進めております。

タカラトミーが、JAXA 等と共同開発した超小型の変形型月面ロボット「SORA-Q」（ソラキュー）は、
JAXA の小型月着陸実証機「SLIM（スリム）」に搭載され、月面でのデータ取得を行う計画です。

開発には、「ZOIDS」(ゾイド)や「TRANSFORMERS」（トランスフォーマー）、「Omnibot 17μ i-SOBOT」（ア
イソボット）といった、タカラトミーの玩具作りにおいて培われた小型化、軽量化の知見と、変形機構に関
わる技術が活用されました。

「SORA-Q」は、直径約 80mm、質量約
250gの超小型の変形型月面ロボットで、
SLIMから球体のまま放出され、月面に着陸
後、月面を走行可能な姿へと変形します。そ
して搭載されたカメラで撮影した画像を別の
探査機を経由して地球に送信する計画です。

オープンイノベーション！ おもちゃの発想が宇宙探査で活躍！

当社グループのお客様相談室に寄せられるご相談
やお問い合わせは、年間約20万件（2021年度）に上り
ます。その内容を正しく記録して分析し、有益で大切
な情報としてすべて社内にフィードバックしています。
なかでも怪我や事故につながる可能性のあるヒヤリ
ハット事例はお客様相談室で詳しく検証した後、社内
で共有し、次のものづくりに活かしています。またお客
様相談室へのご相談が増大するクリスマスシーズン前
には、電池を使う商品について事前に動作テストをし
ていただくことを推奨する呼びかけをウェブサイトや
Twitterなどで行い、全国のサンタ（お客）様や販売店
様からも評価をいただいています。

「SORA-Q」月面着陸イメージ

安心・安全・品質の確保 新たな製品・サービス・IPの創出

独自のブランドや商品については積極的に知的財
産権を取得しており、出願数は業界トップクラスとなっ
ています。知的財産権の取得によって、技術や遊びも
含めたブランド価値の確立とその持続的な成長につ
なげています。

また、模倣品の製造・販売やSNSへの著作物の無断
掲載など、当社の知的財産権を侵害する行為は、ブラ

ンド価値を損なうとともに、お客様
に模倣品被害をもたらす恐れがあ
ることから、国内外のECサイトを定
期的に監視し、知的財産権の行使
による適切な措置を講じています。

※	STマークは、指定検査機関によるST基準適合検査に合格したおも
ちゃに付けることができます。安全面について注意深く作られたおも
ちゃであると業界が推奨するマークです。

タカラトミーグループ化学物質管理方針
www.takaratomy.co.jp/company/
csr/products/safe_and_highquality.
html#houshin

クレジット：JAXA／タカラトミー／ソニーグループ（株）／同志社大学

© ＴＯＭＹ・ＯＬＭ／リズスタ製作委員会・テレビ東京
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TOPICS

TOPICS

ESG関連インデックス選定入り

従業員エンゲージメント調査を実施

ワーク・ライフ・バランスを経営戦略と位置づけ、個
人および組織が最大限の付加価値を生み出すため
に、様々なライフステージにある人がいきいきと働き
続けることができる職場環境を整備しています。その
取り組みの一つとして、育休取得を希望する従業員
が、安心して休業を取得し、職場復帰できるように、社
内カウンセラーによる制度説明や相談を含む休業前
及び復職前面談を実施するなど、充実したサポート

当社グループでは、2021年12月、「タカラトミーグ
ループダイバーシティ方針」を制定しました。多様な
人財が活躍する職場環境づくりに積極的に取り組む
ことで、大人も子どもも笑顔になる商品やサービスを
社会に提供していきます。

多様な人財が活躍できる職場づくりの一環として、
ジェンダーの多様性の視点から女性の活躍を推進し
ており、女性が管理職として活躍できる雇用環境の整
備に向けた行動計画を策定し、2026年3月末までに管
理職に占める女性比率を20％以上にすることを目標
に掲げています。女性座談会や研修等の取り組みの結

体制を整えています。その結果、タカラトミーにおいて
は2021年度の女性の育休取得率、復帰率ともにほぼ
100％、男性の育休取得率は60％、復帰率は100％と
なり、行動計画の目標である2026年3月末までに男性
の育休取得率を30％以上にすることを既に達成して
おります。引き続き、男性の育児参画の向上に向けて
取り組みを進めてまいります。

果、タカラトミーの女性管理職比率は、2021年3月時点
9.0%から2022年4月時点では12.9%になりました。さ
らに2019年よりMSCI日本株女性活躍指数（WIN）構成
銘柄にも選定されています。

ダイバーシティタスクフォースを中心に、ダイバーシ
ティ&インクルージョンの実現を目指して今後も取り
組みを推進してまいります。

「誰もが楽しめる」を目指した共遊玩具

いきいきと働き続けられる職場環境の整備

ダイバーシティ&インクルージョンの実現を目指して

当社グループでは1980年に障害のある方専用の玩
具の開発を開始し、その後、目や耳に障害のある子ど
もたちも一緒に遊べるユニバーサルデザインのおも
ちゃ「共遊玩具」として展開され、現在ではその活動が
玩具業界全体の取り組みへと広がっています。

「共遊玩具」では、視覚障害を考慮してスイッチのON
側に凸印をつけたり、動きや状態を音でも知らせるな
どの工夫がなされ、また聴覚障害を考慮して音に加え、
光、振動、文字、動き、絵などの要素でも遊びを盛り上
げるなどの工夫がなされています。「共遊玩具」は、（一
社）日本玩具協会「共遊玩具推進部会」のモニター審
査を経て認定されます。一般の玩具売り場で販売され
るので、「共遊玩具」であることを識別しやすいように、
パッケージに、視覚障害に配慮した玩具には「盲導犬
マーク」、聴覚障害に配慮した玩具には「うさぎマーク」
を表示しています。さらに、「共遊玩具」の普及や障害
への理解（心のバリアフリー）促進に向けて、オンライン
での大学等の講演などにも取り組んでいます。

coemo　（コエモ）
目の不自由な子どもたちも楽しめる共遊玩具。ユーザーそっくりの声で
読み聞かせをしてくれます。ボタンには凸レリーフを施し、効果音でも操
作をサポート。玩具と連動するアプリも「画面読み上げ機能」に対応し、
音声を頼りに操作できます。

盲導犬マーク うさぎマーク

ユニバーサルデザインの推進

多様な人財の活躍

タカラトミーグループの環境・社会・ガバナンスの取り組みを評価いただき、各種インデックス銘柄に選
定されています。今後も引き続き、持続可能な社会づくりに貢献していきます。

タカラトミーグループは、社会の多様な価値観に応える「アソビ」を創出していくために、多様な人財の
持つ個性の尊重と、従業員の自主性・創造性の発揮が重要であると考えています。また、「従業員個人」と

「会社」との双方向の結びつきを強めることが生産性や業績の向上につながることから、2021年度に国
内グループ初の従業員エンゲージメント調査を実施しました。この調査では、
従業員のエンゲージメントやストレスを測り、当社グループの強みや「働きが
い」における課題の特定を進めました。調査結果は従業員個人や組織にも
フィードバックしています。今後の改善アクションによって従業員一人ひとり
がさらにいきいきと働くことで力を発揮し、より活躍できる環境の実現に取
り組んでいきます。

※	株式会社タカラトミーのMSCIインデックスの組み入れおよびMSCIロゴ、商標、サービスマーク、またはインデックス名の使用は、MSCIまたはその関連会
社による株式会社タカラトミーの後援、推薦またはプロモーションを意味するものではありません。MSCIインデックスはMSCIの独占的財産であり、そ
の名称とロゴは、MSCIまたはその関連会社の商標またはサービスマークです。

※	FTSE Russell (FTSE International Limited と Frank Russell Companyの登録商標)はここに株式会社タカラトミーが第三者調査の結果、FTSE 
Blossom Japan Sector Relative Index組み入れの要件を満たし、本インデックスの構成銘柄となったことを証します。FTSE Blossom Japan Sector 
Relative Indexはサステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されます。

S&P/JPX カーボン・
エフィシェント指数

（2020年6月より継続して選定）

FTSE Blossom Japan 
Sector Relative Index

（2022年3月選定）

MSCI日本株女性活躍指数
（2019年12月より継続して選定）

© TOMY

ダイバーシティ方針
www.takaratomy.co.jp/company/csr/work_
style_reform/
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エコトイマーク

海外事業を担うTOMY Internationalグループでは、
2020年に従業員の取り組みとして「DEI委員会」を設立
しました。DEIとは、Diversity（多様性）、Equity（公平性）、
Inclusion（包括性）の頭文字をとったもので、米国、英
国、欧州を中心に国を超えた横断的な取り組みです。

DEI 推進の深化に向け、社内アンケートを実施し、社
外コンサルタント会社からのアドバイスを受けながら、
活動における柱として、次の4つを特定しています。

2024年に迎える創業100周年に向けて、当社グ
ループがより強靭な企業へ進化していくために、「人・
組織を強化する」基盤作りとして教育体系を整え、研
修を実施しています。義務研修では管理職層から若手
層まで役職・役割に応じた階層別研修や新入社員を
対象としたバリューチェーン研修を実施しています。
2021年度は、経営人財の早期育成を図るために室長
層を対象に次世代経営者育成研修や部長・課長層を
対象に次世代リーダー育成研修を実施しました。そ

の他、各種スキルアップ研修等の希望者対象の研修、
TOEIC受験や通信教育の補助などでも従業員の能力
開発を支援しています。加えて、当社グループでは玩
具の構造検討や金型に関する技術などの暗黙知にな
りやすいノウハウを次世代に伝える「玩具技術講習
会」を実施し、技術に関する用語集やチェックリストの
多言語化、生産拠点立ち上げ時のノウハウなどを取り
まとめた「タカラトミー玩具技術シンクタンク」（冊子）
を作成し、社内で共有・活用しています。

① コミュニケーション
② 慈善活動とスポンサーシップ
③ 採用、雇用維持とメンターシップ
④ 従業員の研修とエンゲージメント

DEIは継続的な取り組みであり、TOMY International
グループは、その道のりを歩み始めています。DEIを組
織の中心に据え、従業員だけでなく、消費者やステーク
ホルダーとの関係においてもDEIを浸透させることを
目指しております。

競争力強化に向けた人財育成

TOMY Internationalグループ DEI活動について

① コミュニケーション：DEIトピックを取り上げた、
DEIニュースレター(社内報)を毎月配信しています。

当社グループでは、事業活動における環境負荷の
低減に向けて、事業活動に伴って発生した排出物を、
法令を守って適切に処理することはもちろん、可能な
限り資源として活用されるよう努めています。例えば
国内に工場を所有する（株）トミーテックでは、プラス
チック成形時に排出される廃材を粉砕しリサイクル
しています。また、物流においては、段ボール・緩衝材
の使用量削減や、緩衝材への100％古紙利用、繰り
返し使える折りたたみコンテナの利用、異業種間共
同輸送の実施などを通じて、環境負荷の低減に努め
ています。

①（株）トミーテック（栃木） 
②TOMIXの車輪を作る機械
③車輪を切削する際に排出される金属くずをリサイクル
④プラスチック成型時に排出されるランナー

プラレール　電池いらずで出発進行！テコロでチャージ
電池なしで電動走行を実現！車体を前後に転がして車
輪を回転させることで、発電する仕組みです。お子さまが
自分自身でエネルギーを生み出す喜びをえられます。

GreenGrown
TOMY Internationalグループで非石油由来素材
を使用した環境配慮商品を発売しています。

プラレール　エコ曲線レール

エコマーク
当社は業界他社に先駆けて、
“おもちゃではじめて”エコ
マークを取得いたしました。
エコマークは、環境保全に役
立つと（公財）日本環境協会
エコマーク事務局によって認
定された商品につけられる
マークです。環境にやさしく暮
らしたいと願うお客様が、商
品を選択しやすいようにする
ことを目的としています。

© TOMY
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当社グループは、資源の有効活用と、環境に配慮し
た商品の開発に取り組んでいます。

「エコトイ」とは、グループ横断組織「エコトイ委員
会」が第三者機関からの助言を得て定めた9つの環境
配慮基準「エコトイ基準」を1つ以上クリアした商品で
す。パッケージに「エコトイ」マークを表示してお客様に
環境配慮の工夫を分かりやすく伝えるとともに、おも
ちゃ市場におけるグリーン購入の普及に努めています。

おも
ちゃ
初！

環境マネジメント

事業を通じた環境負荷低減への取り組み

環境配慮商品の開発

DEI委員会の取り組みについて
www.takaratomy.co.jp/company/csr/
story/2022/ti_dei_initiatives.html

E5系新幹線はやぶさ

E6系新幹線こまち

©TOMY
JR 東日本商品化許諾済
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※	 タカラトミーの現在の見通し、目標、計画、戦略など将来に関する記述が
含まれておりますが、分析時点の仮定によるものであり、各国の政策や
国際情勢・社会的混乱など様々な要因により、見通しとは大きく異なるこ
とがあります。将来における当社の実際の業績または事業展開を確約
したり、保証するものではありません。

タカラトミーグループは、気候変動が当社グループのビジネスに影響する重要な事項と認識しています。TCFD※

提言に基づいた「ガバナンス」、「戦略（リスクと機会）」、「リスク管理」、「指標と目標」の開示を行いました。今後も
サステナビリティビジョンの実現に向け、積極的に気候変動への対応を進めてまいります。

タカラトミーグループの気候変動対応を含むサス
テナビリティ関連の取り組みは、代表取締役社長が最
高責任者として統括するサステナビリティ推進室を中
心として、担当執行役員とグループ横断の多様なメン
バーによって構成される「環境タスクフォース」が取り
組みの実行・推進・新たな提案を進めています。活動
の進捗状況は、四半期に一回の定時進捗会議にてモ
ニタリングし、定期的に代表取締役に報告・具申し、必
要に応じて取締役会または常務会に報告・具申・付議
されます。

タカラトミーグループでは、気候変動を含む環境課
題に係るリスクについて、サステナビリティ推進室が
統括する部門横断の「環境タスクフォース」で検討を
行い、戦略策定や業務執行部門・グループ会社との共
有を図っています。

タカラトミーグループでは、スコープ1およびスコー
プ2を算出し、管理を行っており、CO2排出量の中長期
削減目標については、新中期経営計画にて設定する
ことを目標に検討を重ねております。

当社グループでは、気候変動およびそれに付随する様々な影響により生ずるリスクと機会を以下のように特定し
ました。今後、中長期的な視点で事業への影響と戦略立案を、サステナビリティ推進室が統括する部門横断の「環
境タスクフォース」が中心となり議論してまいります。

※	気候関連財務情報開示タスクフォース（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）

タカラトミーグループに影響を与えると考えられる項目（2022年3月時点）

移行リスク 物理的リスク 機会

•	玩具の主な原料であるプラス
チックの代替素材への変更

•	エネルギー価格や物流価格の
高騰

•	サプライチェーンの見直し（商
品設計、製造工程）

•	プラスチックが主原料であるこ
とによる評判低下

•	自 然 災 害による自 社 拠 点 や
パートナーの機能停止

•	自然災害による物流網寸断（販
売機会の損失、代替物流のコス
ト増）

•	猛暑日（熱中症警戒アラート発
表日）の増加により、実店舗や
イベントに来られる子どもたち・
お客様の減少

•	海面上昇による自社拠点やサ
プライヤーの見直し

•	環境に負荷の少ない代替素材への変換の成功
による競争優位

•	お客様のサステナビリティ意識の高まりによる、
環境配慮商品（エコトイ）や次世代教育支援活
動（環境教育）の支持・共感の獲得

•	EC事業による売上の拡大やデジタルイベントの
拡大による顧客層獲得機会の創出

•	環境マネジメントによる環境対応の成功と開示
拡充による企業価値の向上

•	自然災害の適応力向上による物理的リスクの
回避

気候変動に関する詳細情報はこちら
※ TCFD提言に基づいた開示を行っています
www.takaratomy.co.jp/company/csr/
environment/climate_change.html

気候変動ワークショップの実施状況はこちら
www.takaratomy.co.jp/company/csr/
story/2022/climatechange_workshop.html

当社グループは、重要度の高かったリスク・機会とその影響、および2030年時点の当社グループのビジネス・戦
略のレジリエンスなどを検討するために、シナリオ分析を実施しています。シナリオ分析では、公表される複数のシ
ナリオ※を参照し、2100年までの平均気温の上昇が1.5℃未満の場合（1.5℃シナリオ）と、4℃（4℃シナリオ）の場合に
ついて、2030年における当社グループへの影響を検討しました。
※ IPCC（気候変動に関する政府間パネル / Intergovernmental Panel on Climate Change）やIEA（国際エネルギー機関 / International Energy Agency）など

リスク・機会の財務影響評価結果

移行リスク 想定される影響の概要 事業への影響 推進中もしくは検討中の対策
1.5℃シナリオ 4℃シナリオ

玩具の主な原料であるプラス
チックの代替素材への変更

プラスチック・資源循環に関する規制強化、情報開
示要請の強化、法規制対応不十分による罰金、玩
具の主な原料であるプラスチックの代替素材への
変更など

中 中
•	石油由来プラスチックの代替素材の検討
•	プラスチック廃棄物の削減	 など

エネルギー価格や物流価格の
高騰

炭素税・排出権取引制度の導入、原材料をはじめ
とする石油由来プラスチックの価格やエネルギー・
物流価格の高騰など

小 大
•	CO2排出量の管理および低減策の実施
•	代替素材の検討	 など

サプライチェーンの見直し
（商品設計、製造工程）

脱炭素、脱石油由来プラスチックに伴う既存のサ
プライチェーンの見直し（商品設計、製造工程）、
チャネルの変化（リユース市場拡大）による新製品
販売の機会損失の可能性など

大 大
•	石油由来プラスチックの代替素材や再生しやす

い商品設計の検討
•	新規顧客・セグメントの拡大	 など

プラスチックが主原料であるこ
とによる評判低下

ライセンサー、流通からの要請の強化に対応しきれ
なかった場合の機会損失、プラスチックが主原料で
あることによる消費者からの評判低下、投資家や金
融機関からの脱炭素・脱石油由来プラスチック選好
による投融資の減少など

大 小

•	自社CSR調達の推進
•	石油由来プラスチックの代替素材の検討
•	脱炭素・脱石油由来プラスチックに係る情報開

示の更なる拡充	 など

物理リスク 想定される影響の概要 事業への影響 推進中もしくは検討中の対策
1.5℃シナリオ 4℃シナリオ

自然災害による自社拠点やパー
トナーの機能停止

自然災害による自社拠点への損害、自然災害によ
る委託先への影響 中 大 •	影響を受ける可能性がある拠点や委託先への対

策や当社グループBCPのアップデート	 など

自然災害による物流網寸断（販
売機会の損失、代替物流のコス
ト増）

自然災害による物流網の寸断（販売機会の損失、
代替物流のコスト増）、自然災害による営業停止に
よる販売機会減少

中 中
•	物流や店舗におけるBCPの更なる強化
•	EC事業拡大	 など

猛暑日（熱中症警戒アラート発
表日）の増加により、実店舗や
イベントに来られる子どもたち・
お客様の減少

気温上昇に対する品質維持コストの増加、猛暑日の
増加により、実店舗やイベントに来られる子どもた
ち・お客様の減少、猛暑による従業員への影響など

中 中

•	イベントにおける猛暑日対応の強化、安全性の
更なる確保

•	気温上昇に対する品質維持等、熱に強い代替素
材の検討	 など

海面上昇による自社拠点やサ
プライヤーの見直し 自社拠点やサプライチェーンの見直し 小 小 •	海面上昇により影響を受ける可能性のある自社

拠点等の見直し	 など

機会 想定される影響の概要 事業への影響 推進中もしくは検討中の対策
1.5℃シナリオ 4℃シナリオ

環境に負荷の少ない代替素材
への変換の成功による競争優位

省エネルギーの徹底、再生エネルギーへの転換、環
境ブランド確立による競争優位の獲得など 大 小

•	石油プラスチックの代替素材の検討
•	省エネルギーの徹底・再生エネルギーへの転換	
		  など

お客様のサステナビリティ意識
の高まりによる、環境配慮商品

（エコトイ）や次世代教育支援
活動（環境教育）の支持・共感
の獲得

環境ライフスタイルの変化に伴う新製品／新サー
ビスの市場の拡大、気候変動適応型の商品の売上
の増加、教育関連市場の拡大など

大 中
•	消費者ライフスタイル変化に合わせたサービス

の提供やLTV（Life Time Value）の向上
•	環境配慮型商品やサービスの更なる拡充	 など

EC事業による売上の拡大やデ
ジタルイベントの拡大による顧
客層獲得機会の創出

ビジネスモデルの変更によるコスト構造の改善と
環境負荷の低減など 中 中

•	EC事業拡大や事業構造の再検討
•	デジタルイベントの検討	 など

環境マネジメントによる環境対
応の成功と開示拡充による企業
価値の向上

環境マネジメントによる環境対応の成功と、開示拡
充による企業価値の向上、在宅ワークなどの特性
を活かした業務遂行によるコストの低減、生産性
の向上など

大 中 •	環境マネジメントの推進	 など

自然災害の適応力向上による
物理的リスクの回避

自然災害への適応力の向上による物理的リスクの
回避など 大 中 •	影響を受ける可能性がある自社拠点における

対策やBCPのアップデート	 など

影響度について
小：当社グループの事業および財務への影響が軽微であることが想定される
中：当社グループの事業および財務への影響がやや大きくなることが想定される
大：当社グループの事業および財務への影響が大きくなることが想定される

シナリオ分析に基づく財務影響評価気候変動に対する取り組み（TCFD対応）

ガバナンス

戦略（リスクと機会）

リスク管理

指標と目標
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TOPICS

当社グループでは、小中学生を対象にしたオンライ
ン授業や大学での講演など、次世代教育支援の取り
組みを行っています。これらは、子どもたちの環境や共
生社会に対する意識や職業観を育む機会として、学
校現場からも高く評価されています。これらの体験に
参加した子どもたちは累計約80,000人にのぼります

（2022年3月時点）。
また、2017年から学校や企業、自治体などと協働し

て地域活性化に貢献する「みんなでつくる人生ゲーム
プロジェクト」を進めています。2020年から義務教育

海外事業を担うTOMY Internationalグループは、
米国、欧州で、地域に根ざした多様な活動を行ってい
ます。

英国では、貧困で支援が必要な子どもたちや障害
のある子どもたちの支援を目的に、慈善団体を通じて
玩具の寄付や募金イベントに参加しています。また、
乳がん研究支援団体への寄付も行っています。

 米国では、子どもたちに遊びの楽しさを届けるた
め、支援の必要なご家族や子どもたちに玩具を寄付
するなど、様々な地域活動に努めています。

新入社員と担当社員が講師となり、オンライン授業
を実施

次世代教育支援活動

海外での地域支援活動

事業を通じた教育・文化への貢献

トイトラストイベント2022（ドラゴンボートレース）
トイトラストは英国玩具業界のチャリティ団体です。
イベントを通じた募金活動により集まったお金は、様々な事情により暮ら
しに困っている子どもやその家族を支援し、緊急時に資金を提供するこ
とに役立てられています。

の教育指導要領に「持続可能な開発目標（SDGs）」が
盛り込まれたことを受け、人生ゲームをSDGs教材とし
て活用し、SDGsの担い手を育む活動へと進化させま
した。コロナ禍においてもプログラム内容を工夫し、
同時双方向型のオンライン授業を日本全国で実施し
ています。SDGs目標の「4.質の高い教育をみんなに」と

「17.パートナーシップで目標を達成しよう」に貢献し、
おもちゃを通じてSDGsの担い手育成に寄与できるよう
努めてまいります。

当社グループは、安全で優良な品質の商品の提供
はもとより、その商品の製造過程における工場での人
権の尊重、環境への配慮、社会貢献に努めています。
これまでも、製造委託先様には環境や社会に関する
項目が含まれる「タカラトミー製造会社行動規範」の
遵守の要請や、お取引の際の契約書に盛り込むなど
の取り組みを進めてきました。しかしながら近年、国
際社会からの人権や環境などの様々な要請が今まで
以上に高まりつつあります。このような背景から、当社
グループでは取り組むべき8つのサステナビリティ重
要課題の1つに「CSR調達」を特定し、2019年度に「タ

カラトミー製造会社行動規範」の見直しに取り組み、
2020年5月に「タカラトミーグループCSR調達ガイドラ
イン」を制定しました。

今後は、当社グループ全体の周知徹底とともに、お
取引先様に対しては説明会等でのご案内を通じて「タ
カラトミーグループCSR調達ガイドライン」をご理解い
ただき、ご協力をいただきながら取り組みを推進して
まいります。

TOMY Hong Kongでは、行動規範に対して特に厳
しい基準のある取引先（ライセンサー）商品や米国、欧
州向け商品の生産管理を行っており、タカラトミーCOC

（Code of Conduct：行動規範）プログラムに基づき、
工場での人権の擁護、従業員の健康と安全の確保、環
境の持続可能性などについてお取引先様とともに製

造現場の管理・運営が継続されるようサポートしてい
ます。実際に監査を実施する場合、タカラトミーCOCプ
ログラムに基づき、キックオフミーティング、施設視察、
従業員面談、書類調査、終了ミーティングといったプロ
セスを経ています。

タカラトミーグループは2021年5月、国際社
会が持続可能な成長を実現するための世界的
な枠組みである「国連グローバル・コンパクト」
への支持を表明しました。サプライチェーン全
体を通じ、グローバル・コ
ンパクトが掲げる「人権」

「労働」「環境」「腐敗防
止」からなる10原則の実
現に向け、取り組みを推
進していきます。

国連グローバル・コンパクト概要 国連グローバル・コンパクト10原則

人権	 原則1：	 人権擁護の支持と尊重
	 原則2：	 人権侵害への非加担

労働	 原則3：	 組合結成と団体交渉権の実効化
	 原則4：	 強制労働の排除
	 原則5：	 児童労働の実効的な排除
	 原則6：	 雇用と職業の差別撤廃

環境	 原則7：	 環境問題の予防的アプローチ
	 原則8：	 環境に対する責任のイニシアティブ
	 原則9：	 環境にやさしい技術の開発と普及

腐敗防止	 原則10：	強要・贈賄等の腐敗防止の取り組み

CSR調達

社会への影響に配慮したサプライチェーンの構築

TOMY Hong Kongの取り組み

CSR調達ガイドラインはこちら
www.takaratomy.co.jp/company/csr/supply_
chain/responsible_procurement.html

株式会社タカラトミー  アニュアルレポート202236 37

www.takaratomy.co.jp/company/csr/supply_chain/responsible_procurement.html


トミカショップ
レジ徒列用ソーシャル
ディスタンスシート

当社グループでは、大地震や台風・集中豪雨に伴う
洪水被害、ウイルス性感染症の大流行などの大規模
災害を想定した「事業継続計画（BCP）」の整備に取り
組んでいます。
当社グループは有事の際、安全の確保、人命救助を

最優先とし、従業員の安否を確認したうえで、会社施
設の保全、システムの早期回復を図り、速やかに事業
を再開・継続することでお客様からの信頼と従業員の
雇用を維持するなど、迅速・適切に対応できるよう管
理体制を整えています。また、地域社会の協調・連携、

大規模災害時のみならず平時から物流機能の継続
性をいかに確保するかは、事業の継続において重要
な課題です。
商品の仕分けや梱包、入出庫業務、輸送、在庫の保

管などを行っている（株）タカラトミーマーケティング
では、機械による運搬や荷役作業を行うマテハン（マ
テリアルハンドリング）の機能強化や修繕による出荷
停止リスクの低減に努めています。また、物流や営業、

おもちゃ、ファンシー雑貨、キャラクターグッズ、書籍
などの商品の販売を展開している（株）キデイランドで
は、お客様がワクワクするような遊び心満載の店頭演
出を行っています。（株）キデイランドは日本全国に拠
点があり、店舗スタッフも多いことから、大規模災害に

タカラトミーグループ

タカラトミーマーケティング

キデイランド

復旧・復興支援など、当社グループができる社会貢献
に努めています。
情報システム面では、事業の継続性の向上のため、

当社グループの基幹システムは社外のクラウド環境、
データセンターを活用し国内外で運用しているシステ
ムの全体最適化を進めています。また、安否確認シス
テムの導入により、従業員や家族の安否状況を早急
に確認できるよう体制を整えるとともに、防災訓練の
実施、防災備蓄品の配布など、有事の際に従業員一
人ひとりが適切に行動できるよう努めています。

経営管理などのメンバーから成る社内横断プロジェ
クトを発足し、コロナ禍にも対応した「事業継続計画
（BCP）」のさらなる見直しを進めております。具体的
には、コロナ禍での出社人数制限における災害発生
に備え、出社パターンごとのメンバーの災害対応体制
を整備いたしました。これにより避難誘導担当、消火
担当などが在宅勤務で不在という状況を解消してお
ります。

加え交通機関のマヒなど様々な状況を想定した「事業
継続計画（BCP）」を策定しています。従業員とお客様
の安全確保や被害確認の手順、情報伝達フローを明
確にするなど、日頃から従業員の啓発や訓練に努めて
います。

事業継続計画（BCP）／各社の取り組み

組織統治とステークホルダーとの対話

当社グループでは、創業理念・企業理念・企業指針・
行動基準に基づき、より適切に行動できるよう「タカラ
トミーグループビジネス行動指針」を制定し、創業理
念等の遵守はもとより《一番大切なお客様である子ど
もたちにあこがれられる存在であり続けるために「大
人の醜いところを見せる」ような行動は絶対にしては
いけない》との基本精神を伝えています。「タカラト
ミーグループビジネス行動指針」は、全グループ会社

当社グループでは、「コンプライアンスを考える日」
を制定し、全役員・従業員に向けた啓発活動を行って
います。国内グループの役員・従業員がコンプライア
ンスの重要性を確認するとともに、万が一問題が発生
した場合には内容や原因、対策を共有することを目的
に実施しており、2019年度からは新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点から、映像配信とe-ラーニングで
実施しています。 
加えて、コンプライアンス意識のさらなる強化、コン

プライアンス体制の確立等を目的として、コンプライア
ンスリーダー制度を導入しています。弁護士である社
外取締役を講師として、国内グループ会社より選出さ

タカラトミーグループビジネス行動指針

コンプライアンス教育の実施

の加速化に貢献しております。
トミカショップ、プラレールショップ、キデイランド等
店舗においても、店舗スタッフの出勤時の検温やマスク
着用の義務化、店頭の出入りに際してのアルコール除
菌、レジ周りのアクリル板設置による飛沫感染防止措
置などの取り組みを実施して
います。

当社グループでは、お客様、お取引先様及び当社グ
ループ従業員の健康・安全面を第一に考慮し、日本政
府による緊急事態宣言の発令以前より、当社グループ
従業員に対して、衛生面での対策はもちろん、出勤人
員を絞り込むための輪番、交代制の勤務と在宅勤務
の推進、感染リスク軽減を目的とした時差勤務の実施
などの対策を講じてきました。
WITHコロナ下において、引き続き在宅勤務及び時

差出勤を実施し、従業員の出社率を削減しておりま
す。また、新型コロナウイルス感染症対策として、職域
接種を2021年7月から継続的に実施し、ワクチン接種

新型コロナウイルスへの対応

コンプライアンスの推進

の役員・従業員が正確に内容を理解できるよう7つの
言語で教材を作成し、オフライン及びe-ラーニングで
研修を実施しています。加えて、法令や社内規程だけ
でなく、「タカラトミーグループビジネス行動指針」に
違反する行為または違反するおそれのある行為に対
しても、上司及び関連部門への相談やタカラトミーグ
ループホットラインの利用を促進するよう啓発を行っ
ています。

れたコンプライアンス推進リーダーに対し、遵守すべ
き法令等に関する研修を実施しています。さらに2021
年度は、認定ハラスメント相談員の資格取得を推奨
し、2020年6月施行のパワハラ防止法で求められてい
る相談窓口の拡充に努めました。また、コロナ禍にお
ける在宅勤務に伴うハラスメントやコンプライアンス
等のテーマに基づいた年間活動計画を策定し、各職
場での活動結果を「コンプライアンスを考える日」で
報告しました。その他、国内グループ会社向けにポス
ターの社内掲示やメールマガジンの配信などを実施
することで、コンプライアンスの着実な啓発につなげ
ています。
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助言

助言

助言

小島社長 松木
監査役

CFO兼
連結管理
本部長

サステナ
ビリティ
推進室長

渡邊
監査役
（社外）

富山会長

議長

安江取締役
（社外）

伊能取締役
（社外）

殿村取締役
（社外）

佐藤取締役
（社外）

三村取締役
（社外）

リスク/コンプライアンス委員会

三村取締役
（社外）

殿村取締役
（社外）

渡邊監査役
（社外）

富山会長山口監査役
（社外）

議長

報告
富山会長佐藤取締役

（社外）
伊能取締役
（社外）

安江取締役
（社外）

西監査役
（社外）

議長

取締役指名委員会 1

監査

選任/解任/監督

業務執行部門、グループ会社

代表取締役

最高財務
責任者

事務局

選任/解任選任/解任

方針指示
モニタリング
啓発活動

監査

報告

助言

助言

助言

指示

監査

監査

報告

指示

選任/解任

株主総会

執行役員評価委員会

危機管理対策本部
（非常時）

アドバイザリー
コミッティ 2

フィナンシャル
アドバイザリー
コミッティ

2

常務会

執行役員

会計監査人

安全品質統括部

サステナビリティ推進室

内部統制・監査部

3

監査役会 ［監査役4名］
取締役会 ［取締役9名］ 

報酬委員会 1
山口監査役
（社外）

西監査役
（社外）

渡邊監査役
（社外）

松木監査役

議長

タカラトミーは、株主やお客様などのステークホルダーの信頼に応え、持続的な企業価値向上と透明性の高い健全
な経営を実現することを経営の最重要課題の一つとして位置づけ、経営効率化を図りつつ経営チェック機能の充実、
リスク管理/コンプライアンス体制の強化、コーポレート・ガバナンスの充実に向けた取り組みを推進しています。

取締役会における
社外取締役

1/2以上
取締役総数9名

社内取締役 4名

● 社外取締役全員
が独立役員

● 女性取締役3名

社外取締役 5名
55.6%44.4%

取締役会の
女性比率33.3%

社外取締役　過半数以上、女性比率33.3%
社外取締役全員が独立役員1

2
「取締役指名委員会」及び「報酬委員会」設置会社
取締役会の諮問機関として、社外取締役及び社外監査役など
で構成される「取締役指名委員会」及び「報酬委員会」を設置。

3

グループ会社管理・社外役員サポート体制
グループ管理の担当部署を置き、社内規程に基づき、各グルー
プの特性、状況に応じて必要な管理・指導を行っています。ま
た、社外役員に対して必要情報の提供を行うほか、監査役の職
務を専任で補助する従業員を置くなど、監督と業務遂行をサ
ポートする体制を整えています。

タカラトミー  コーポレート・ガバナンス  ３つの特徴

基本的な考え方

透明性ある経営の推進

1)	当社の取締役は、社内外から優れた人格、見識、能
力及び豊富な経験とともに、高い倫理観を有して
いる者を複数名選任します。

社外取締役及び社外監査役に対して、経営企画室
のスタッフが取締役会の開催に際しての案内や、議案
の概要に関する可能な範囲での事前説明、その他必
要情報の提供等を行っています。当社は監査役の職
務を専任で補助する従業員１名を置いています。加え

コーポレート・ガバナンス報告書において開示を求められる項目への対応状況（概要）については当社公式サイト
に掲示しております報告書をご参照ください。 最新版：  www.takaratomy.co.jp/company/pdf/gov_report.pdf

各委員会の活動詳細につきましては、以下の当社公式サイトを
ご参照ください。
www.takaratomy.co.jp/company/csr/organizational_
governance/system1.html

取締役会の諮問機関として、社外取締役及び社外監
査役などで構成される「取締役指名委員会」及び「報酬
委員会」を設置して、各取締役の評価・選任及び報酬額
等の内容に係る方針につき助言・提言を求めています。

社外取締役及び社外監査役などで構成される、代
表取締役の諮問機関としての「アドバイザリーコミッ
ティ」及び、最高財務責任者の諮問機関としての「フィ

代表取締役の諮問機関として、常勤取締役で構成
されており、当社執行役員の評価等に関する幅広い
助言を求めています。

2)	取締役の選任については、取締役会の諮問機関と
して、社外取締役及び社外監査役などで構成され
る「取締役指名委員会」を設置して、各取締役の評

① 取締役指名委員会、報酬委員会

取締役の資格及び指名手続き

③ 執行役員評価委員会

② アドバイザリーコミッティ/フィナンシャルアドバイザリーコミッティ

なお、取締役指名委員会は、独立社外取締役3名、
独立社外監査役1名、社内取締役1名、報酬委員会は、
独立社外取締役2名、独立社外監査役2名、社内取締
役1名で構成されています。

ナンシャルアドバイザリーコミッティ」を設置して、当
社及びグループの業務執行の有効性、財務の信頼性
等に関する幅広い助言を求めています。

て、グループ管理の担当部署を置き、社内規程に基づ
き各グループの特性、状況に応じて必要な管理・指導
を行うなど、監督と業務遂行をサポートする体制を整
えています。

コーポレート・ガバナンスコードへの対応状況について

取締役会による経営陣幹部の選解任と取締役・監査役候補者の指名

経営監視の仕組み

社外取締役（社外監査役）サポート体制
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監査役の資格及び指名手続き

取締役・監査役候補者の指名に関する方針

1)	監査役については、社内及び社外から、監査に必要
となる豊富な経験と高度な専門性を有する者を複
数名選任します。

タカラトミーでは、多様な視点から経営を進めることは、
事業の発展及びグローバル化の推進、そして適切な監
督や監査に資するものであると認識しております。その
ため、取締役・監査役の候補者は、経営能力及び判断
に必要な多様な経験を有した人材であり、次の要件を

2)	監査役候補者の選任案に関しては、監査役会の同
意を得た後、取締役会で決議し、株主総会に付議し
ます。

満たすものから人材の多様性とバランスを考慮した上
で選出することを原則としています。また、取締役会及
び監査役会の独立性、透明性を高めるため、過半数を
独立役員とします。

2021年12月～
2022年1月 質問票の配布

2022年3月 質問票の回答を回収
リスク/コンプライアンス委員会にて討議

2022年5月 取締役会で報告

当社は、年１回以上、取締役会の構成メンバーに取
締役会全体の実効性に関する質問票を配布して自己
評価を行っています。その回答結果を基に取締役会の
諮問機関であるリスク/コンプライアンス委員会にて
議論がなされ、さらにその後の取締役会にてその評価
結果及び課題が共有され、取締役会の実効性を高め
るための改善につなげています。また、当社は、取締役
会の実効性について、構成員の多様性が確保され、取
締役及び監査役それぞれが積極的に議論を行ってお
り、経営上の重要な事項の承認と業務執行の監督を
適切に行うための体制が構築されていることを確認
しました。さらに、企業価値向上に資する中期経営計
画の策定と進捗管理がなされているとともに、情報開

示を積極的に行い、内部統制システムの整備がなさ
れていると評価しました。一方で、社外役員への当社
事業等の情報提供、役員間のコミュニケーションの向
上により、中長期の経営戦略やリスク管理等の課題に
関する議論の充実を図りモニタリング機能を強化する
ことや、経営幹部の育成計画立案が課題として挙げら
れました。

取締役会の実効性評価とプロセス価・選任の内容に係る方針につき提言・助言します。
3)	当社のすべての取締役は、毎年、株主総会決議によ
る選任の対象とし、新任取締役の候補者は「取締役
指名委員会」における公正、透明な審査を経た上で、
取締役会で決議され、株主総会に付議します。

4)	当社の取締役は当社の事業のよき理解者であるた
めに、当社の創業理念及び企業理念について共感

していただける人を選任します。
5)	取締役の職務執行に不正又は重大な法令違反が
あった場合その他職務を適切に遂行することが困
難と認められる場合には、「取締役指名委員会」に
おいて解任理由の説明を行い、これについての審
議・助言を受けた上で、取締役会にて決議し、株主
総会に付議することとしています。

取締役の報酬に関する基本方針は、業績や中長期
的な企業価値の向上に連動し、株主と価値を共有でき
る報酬体系であること、他社水準を総合的に勘案して
決定している報酬水準であること、ステークホルダーに
対して、客観性と透明性を持ったプロセスを経て決定
すること、としています。また、個人別の報酬額、内容に

取締役の報酬に関する基本方針

ついては、報酬委員会にて審議・答申し、取締役会にて
決議するものとしています。報酬委員会は、社外取締役
を議長とし、構成員は議長含め計5名となりますが、ガ
バナンス担当の社内取締役1名を除き、全員が独立役
員である社外取締役及び社外監査役であり、役員報酬
決定の客観性と透明性を確保しています。

報酬

社外取締役を除く業務執行取締役の報酬は、固定
報酬としての基本報酬と業績連動報酬としての役員賞
与及び非金銭報酬としての株式報酬から構成されて
います。株式報酬については、2021年6月23日に開催
された第70回定時株主総会にて決議されたとおり「株
式報酬型ストック・オプション」の制度は廃止し、取締役
の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより
明確にし、取締役が株価の変動による利益・リスクを株
主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と
企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的
に業績連動型株式報酬制度を導入しております。
各報酬の内容は、次のとおりです。

基本報酬は、役位及び職責に基づき報酬額を定
め、月額固定報酬として金銭で支給します。

報酬構成とその水準

1  固定報酬

性別

専門性と経験

経営・
事業戦略

玩具・
エンター

テイメント
事業

イノベー
ション・

新規事業
グローバル

ビジネス
ＩＰ・

ブランド
ビジネス

ＤＸ 財務・会計
法務・

コンプライ
アンス・

企業倫理

人事・
労務・

人材開発

ＥＳＧ・
サステナ
ビリティ

代表取締役会長 CEO
富山 幹太郎 M ● ● ● ● ● ● ● ●

代表取締役社長 COO
小島 一洋 M ● ● ● ● ● ● ●

常務取締役
富山 彰夫 M ● ● ● ● ● ● ●

非常勤取締役
宇佐美 博之 M ● ● ● ● ●

社外取締役
三村 まり子 F ● ● ● ●

社外取締役
佐藤 文俊 M ● ● ● ●

社外取締役
殿村 真一 M ● ● ● ●

社外取締役
伊能 美和子 F ● ● ● ●

社外取締役
安江 令子 F ● ● ● ●

取締役のスキル・マトリックス

※	社外取締役については、保有するスキル等のうち、豊富な経験と高い知識を活かし特に期待される項目４つまで●印をつけています。各社外取締役の有するすべ
ての知見・経験を表すものではありません。

※	 IP（Intellectual Property）：知的財産権は、エンターテイメント業界においては、キャラクター、タイトルを表すことに使われます。

役員賞与は、事業年度ごとの業績向上に対する意
識を高めるために業績指標（KPI）を反映した業績連
動型の現金報酬としています。各事業年度の連結損
益計算書における親会社株主に帰属する当期純利益
に一定の料率を乗じ、連結経常利益の達成度合いに
応じて算出された額を現金賞与として、当該事業年度
終了後の一定の時期に支給します。当事業年度にお

2  業績連動報酬
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個人別の報酬額、内容については、報酬委員会にて
審議・答申し、取締役会にて決議するものとしていま
す。報酬委員会は、社外取締役を議長とし、構成員は議
長含め計５名となりますが、ガバナンス担当の社内取締
役１名を除き、全員が独立役員である社外取締役及び
社外監査役であり、役員報酬決定の客観性と透明性を
確保しています。2021年度は、報酬委員会を3回開催し
ました。主な審議内容は、次のとおりです。

役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の決定権限

 開催年月 審議内容

2021年4月 信託による業績連動型株式報酬の導入

2021年4月 2020年度の業績に基づく役員賞与の金額等、
2021年度役員月例報酬の金額等

2022年1月 取締役の役位及び月例報酬の金額等

当社は、株主・投資家に対して当社グループに対す
る理解を促進し、適正な評価に資するため、金融商品
取引法及び東京証券取引所の定める「上場有価証
券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則」
（以下「適時開示規則」という）に沿って、情報開示
を行っております。当社は金融商品取引法及び東京
証券取引所の定める適時開示規則に沿った情報その

他重要な情報について、東京証券取引所の提供する
TDnet（適時開示情報伝達システム）に迅速に登録い
たします。登録した情報は、情報開示の「適時性」「公
平性」の観点から、当社ホームページ上でも迅速に公
開いたします。さらに、株主の皆様には株主通信を通
じて、事業の概況や商品、サステナビリティ・CSRなど
についてお知らせしています。

株主・投資家との対話

当社では、リスク/コンプライアンス委員会及び内部
統制担当部門により、内部統制と一体化した全社的
なリスク管理体制を構築しています。
リスク/コンプライアンス委員会では、コンプライア

ンス体制及びリスク管理体制の充実、徹底を図るた
め、代表取締役を委員長とし、社外取締役・監査役など
（独立役員比率は1/2以上）で構成される「リスク/コ
ンプライアンス委員会」を設置して、リスク/コンプライ
アンス上の重要な問題を審議し、その結果を取締役
会に報告する体制を採っています。さらに、代表取締
役の直轄組織である内部統制担当部門及び内部監
査担当部門が、当社及びグループのコンプライアンス
の状況を監査し、随時、代表取締役及び監査役会に
報告しています。コンプライアンス・リスク管理・情報

リスク管理体制

管理等に関しては、グループ共通の関連諸規程を整
備するとともに、「リスク/コンプライアンス委員会」及
び内部統制担当部門が中心となって、グループ全体の
コンプライアンス意識の醸成、全社的視点からのリス
クマネジメント体制の確立を図っております。
また、不測の事態が発生した場合には、速やかに

「危機管理対策本部」を設置し、迅速かつ適正な対応
を行い、損失・被害を最小限に止めるとともに、再発防
止策を講じます。製品の安全性に関しては「安全品質
統括部」を中心に、安心できる優良な商品を提供する
プロセスの強化に取り組んでいます。サステナビリティ
に関連する社会課題及び企業倫理に関しては、「サス
テナビリティ推進室」を中心に対応しております。

1	 ヒット商品の影響について

2	 商品の安全性について

3	 災害等のリスクについて

4	 新型コロナウイルス感染症
について

1	 四半期業績の変動について

2	 為替相場の変動について

3	 海外事業展開について

4	 原材料価格変動の影響について

当社グループの経営成績及び財政状態等に影響を及ぼしうるリスクは主に下記のとおりです。リスク発生の可
能性を認識したうえで、発生の回避、顕在化した場合の対応を含むリスク管理体制の強化を図ってまいります。

各リスクの詳細につきましては、以下の当社公式サイトをご参照ください。  www.takaratomy.co.jp/ir/risk/

特に重要なリスク 重要なリスク

5	 経営上の重要な契約について

6	 情報の流出について

7	 無形固定資産の評価及び減損
について

リスク管理

役員区分
報酬等の

総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）

対象となる
役員の員数

（人）
固定報酬 業績連動報酬 業績非連動

報酬 左記のうち、
非金銭報酬等

基本報酬 役員賞与 業績連動型
株式報酬

ストック・
オプション

 取締役
（社外取締役を除く） 424 160 191 65 8 73 5

 監査役
（社外監査役を除く） 17 17 ー ー ー ー 1

社外取締役 52 52 ー ー ー ー 6

社外監査役 26 26 ー ー ー ー 3

計 521 256 191 65 8 73 15

役員区分ごとの報酬額の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数（2022年3月期）

当社グループ会社は2021年度より、取締役（社外取
締役及び非常勤取締役を除く）に対し、業績連動型株
式報酬制度を導入いたしました。本制度は、取締役の
報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明
確にし、取締役が株価の変動による利益・リスクを株
主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と

3  株式報酬

業績指標
2022年３月期

目標 実績

連結経常利益 76億円 126億円

親会社株主に帰属する当期純利益 65億円 91億円

ける役員賞与に係る業績指標、目標及び実績（いずれ
も連結ベース）は、次のとおりです。

企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的
としております。なお、本制度における当初の対象期間
（2022年３月31日で終了する事業年度から2024年３月
31日で終了する事業年度までの３事業年度）において採
用する業績連動指標は、中期経営計画において目標を
掲げております連結の自己資本利益率とします。

社外取締役の報酬は、その役割と独立性の観点か
ら、基本報酬のみを支給としています。監査役の報酬
は、経営に対する独立性、客観性を重視する視点から
基本報酬のみで構成され、各監査役の報酬額は、監査
役の協議によって決定しています。また、報酬水準につ
いては、外部専門機関による客観的な報酬市場調査
データ等を参考に、適切な報酬水準を設定しています。
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宇佐美 博之
取締役（非常勤）

小島 一洋
代表取締役社長　COO

富山 彰夫
常務取締役

事業統括本部長 兼 海外ビジネス本部長

富山 幹太郎
代表取締役会長　CEO

当社は、2022年６月22日開催の当社第71回定時株
主総会において株主の皆様の承認を受け、当社株式
の大規模買付行為等への対応方針（以下「本対応方
針」といいます）を継続いたしました。本対応方針は、

本対応方針の概要は以下に記載するとおりですが、
本対応方針の詳細につきましては、当社ウェブサイト
掲載の2022年５月10日付プレスリリース「当社株式の
大規模買付行為等への対応方針（買収防衛策）の継
続に関するお知らせ」をご覧ください。

①	当社が発行者である株券等の保有割合が20％以
上となる買付け等（以下「大規模買付行為等」とい
います）を行おうとする者（以下「買付者」といいま
す）は、事前に当該大規模買付行為等に関する情
報を、原則当社取締役会が対象買付者に対して本
必要情報のリストを提示した日から60日以内（延
長上限30日間）に当社に対して提供していただき
ます。

②	当社取締役会は、有事に際し、特別委員会を設置し
ます。特別委員会は、当社取締役会に対し、企図さ
れている大規模買付行為等の内容に対する意見や
根拠資料、これに対する代替案等を提出するよう求
めることがあります。

③	特別委員会は、買付者や当社取締役会から情報を
受領した後、当社取締役会からの付議を受けて、当
社取締役会が当該大規模買付行為等にかかる買
付内容を検討するに必要な情報のすべてが記載さ
れた書面による提案を受領した時から起算して、原
則として最長90日（但し、特別委員会が合理的に必
要と認めた場合は、特別委員会の決議により、30日
を上限として延長することができる）以内に、買付
内容の評価・検討を行い、買付者に対して対抗措
置を発動すべきか否かを判断し、当社取締役会に
対し勧告を行います（なお、特別委員会は、その勧
告において対抗措置の発動に関して当社株主総会

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7867/tdnet/2114714/00.pdf

本対応方針の概要

の承認決議を経るべき旨の留保を付することがで
きます）。特別委員会は、必要と判断する場合には、
独立した外部専門家等の助言を得ることができま
す。また、当社取締役会は、買付者との交渉、株主に
対する情報開示等を行います。

④	当社取締役会は、特別委員会の勧告を最大限尊重
し、最終的に対抗措置を発動するか否かの決議を
行うものとします。なお、当社取締役会は、特別委
員会がその勧告において対抗措置の発動に関して
当社株主総会の承認決議を経るべき旨の留保を付
した場合、原則として、実務上可能な限り速やかに
当社株主総会を招集し、対抗措置の発動に関する
議案を付議するものとします。この場合、当社取締
役会は、当該株主総会の決議に従い、対抗措置の
発動・不発動に関する決議を行うものとします。

⑤	買付者が、本対応方針に定める手続を遵守しない
場合や当社の企業価値・株主共同の利益を明白に
侵害すると認められる場合で、かつ、対抗措置を発
動することが相当と認められる場合には、当社は、
特別委員会の判断を経た上、対抗措置の発動を決
定することができます。

⑥	対抗措置を発動する場合に株主の皆様に割り当
てられる新株予約権には、買付者等一定の者（以下
「非適格者」といいます）による権利行使は認めら
れない旨の行使条件、及び当社が非適格者以外の
者から当社株式と引換えに新株予約権を取得する
ことができる旨の取得条項を付することができま
す。これにより、非適格者以外の株主に対して当社
株式が交付された場合には、当該非適格者の有す
る当社株式の議決権割合は希釈化されることとな
ります。

有事の際に新株予約権の無償割当て（以下「対抗措
置」といいます）を行うことができる事前警告型ライツ
プランであり、具体的内容は以下のとおりです。

買収防衛策の継続

マネジメント 取締役 （2022年6月22日現在）
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松木 元
常勤監査役

渡邊 浩一郎
社外監査役

山口 祐二
社外監査役

西 理広
社外監査役

三村 まり子
社外取締役

伊能 美和子
社外取締役

殿村 真一
社外取締役

佐藤 文俊
社外取締役

安江 令子
社外取締役

マネジメント 監査役 （2022年6月22日現在）
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Data Section

財務ハイライト

売上高／海外売上高比率

EBITDA1／自己資本当期純利益率（ROE）2

営業利益／営業利益率

自己資本比率3

売上高 海外売上高比率
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1	 EBITDA=営業利益+減価償却費＋のれん償却費
2	 自己資本当期純利益率＝親会社株主に帰属する当期純利益÷期首期末平均自己資本*×100　*自己資本＝純資産－新株予約権－非支配株主持分
3	 自己資本比率＝自己資本*÷総資産×100
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2022年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

2017年
3月期

売上高 165,448 141,218 164,837 176,853 177,366 167,661

売上総利益 66,606 55,256 66,364 73,478 72,217 63,736

販売費及び一般管理費 54,261 48,177 55,681 59,07 1 59,018 55,992

営業利益 12,344 7,079 10,683 14,407 13,199 7,744

経常利益 12,666 7,170 10,204 14,303 12,420 7,823

税金等調整前当期純利益 13,772 7,462 7,601 13,784 9,967 7,127

親会社株主に帰属する当期純利益 9,114 5,374 4,507 9,302 7,962 5,372

EBITDA1 19,241 14,246 18,723 22,490 22,311 16,275

研究開発費 4,607 4,066 4,666 3,963 3,533 3,225

減価償却費＋のれん償却費 6,897 7,166 8,040 8,082 9,111 8,531

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,405 18,064 9,006 21,492 16,346 24,896

投資活動による キャッシュ・フロー △2,488 △8,606 △3,381 △4,038 △3,692 △3,793

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,991 6,817 △12,274 △10,057 △24,670  △1,927

（期末）

総資産 156,090 147,614 129,253 143,364 139,456 157,693

純資産 79,174 69,928 67,410 67,315 56,322 51,611

有利子負債 35,357 42,363 29,655 35,465 42,793 64,748

1株当たり情報 （円）

当期純利益 98.23 57.07 47.30  97.85  84.74      61.88     

年間配当金 32.50 17.50 30.00 24.00 14.00 10.00 

純資産 860.74 742.45 703.07 700.26 591.00 548.45

2022年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

2017年
3月期

主要指標

売上高営業利益率（%） 7.5 5.0 6.5 8.1 7.4 4.6

海外売上高比率（%） 39.3 38.2 32.9 33.7 36.5 36.8

自己資本当期純利益率（ROE）（%）2 12.3 7.9 6.8 15.2 14.9 12.2

総資産経常利益率（ROA）（%）3 8.3 5.2 7.5 10.1 8.4 5.2

自己資本比率（%）4 50.5 47.1 51.6 46.5 40.0 32.4

配当性向（%）5 33.1 30.7 63.4 24.5 16.5 16.2

株式指標

期末株価（円） 1,221 1,005 762 1,142 1,092 1,113

株価収益率（PER）（倍） 12.4 17.6 16.1 11.7 12.9 18.0

発行済株式総数（千株）6 91,623 93,656 94,797 95,239 94,343 93,103 

会社データ

子会社数（社） 34 34 32 33 34 35

従業員数（連結）（人） 2,418 2,379 2,568 2,665 2,199 1,951

従業員数（単体）（人） 557 547 541 509 504 495

従業員平均年齢（単体）（歳） 43.9 43.2 42.3 41.5 41.8 41.3

（百万円）

注:
1 EBITDA=営業利益+減価償却費＋のれん償却費
2 自己資本当期純利益率＝親会社株主に帰属する当期純利益÷期首期末平均自己資本*×100　*自己資本＝純資産－新株予約権－非支配株主持分
3 総資産経常利益率＝経常利益÷期首期末平均総資産×100
4 自己資本比率＝自己資本÷総資産×100
5 配当性向＝当該事業年度に基準日が属する普通株式に係る１株当たり個別配当金（合計）÷１株当たり当期純利益×100
6 自己株式を除く

6年間の財務・非財務サマリー（連結）
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2021年度（2022年3月期）のレビュー

2021年度の日本国内における玩具市場規模は、上
代価格（希望小売価格）ベースで8,946億円、前年度比
108.5％でした。この数字は現在の形で調査を始めた
2001年以来、過去最高の記録となります。コロナ禍とい

緊急事態宣言発令と解除が度々繰り返されたことで
外出自粛などの行動制限が断続的に続きました。また、
映画の公開時期の変更や各種イベントは中止・延期及
び縮小となり、当社グループでは、「キデイランド」「トミ
カ・プラレールショップ」など小売事業、「トミカ博・プラ
レール博」などイベント事業が影響を受けました。
なお、当社グループでは感染拡大の防止を進める

に当たり、従業員の外出や出社の抑制を図るためテレ
ワークを継続するとともに、海外出張の禁止や国内出
張の自粛などの対策を引き続き実施いたしました。加え
て、当社では新型コロナウイルス感染症の発症予防等
の一環として、全3回の職域接種を執り行いました。
また、当社を取り巻く経営環境として、2022年に入り

ウクライナ情勢の急激な悪化に伴う原材料価格の高騰
や為替の急激な変動など、新たに不透明感が高まる状
況となりました。

「トミカ」では、警察署の建物がボタン一つで自動変
形する「ぐるっと変形！ＤＸポリスステーション」が人気
を博すとともに、「プラレール」においては、2021年４月
からテレビアニメシリーズ第２弾の放送が開始した『新
幹線変形ロボ シンカリオンＺ』の関連玩具、「人気のあ
そびがギュッ!プラレールベストセレクションセット」を
展開いたしました。「リカちゃん」では「もくもくジュー
ジュー にぎやかバーベキュー」「わんにゃんレントゲ
ン！ リカちゃん動物病院」などが人気を集めました。ま
た、トレーディングカードゲーム「デュエル・マスターズ」

主力の玩具やガチャ及びアミューズメントマシンに
おける売上高が好調に推移したことなどから売上総
利益が伸長するとともに、新型コロナウイルスの拡大
状況と店頭状況を踏まえ経費コントロールを進めた
ことにより、営業利益は12,344百万円（前期比74.4%

う非常事態と、近年ますます顕著になっている少子化ト
レンドの中でも、玩具に対するニーズは極めて高く、今
後さらに成長していく可能性があることを示していると
考えます。（参考元：一般社団法人日本玩具協会HP）

を定着させることができました。また、「トランスフォー
マー」においては、海外向け輸出が北米及び欧州等
で好調に推移いたしました。「ポケットモンスター」では
「モンコレ」をはじめとした関連商品が好調に推移す
るとともに「ポケモン ピカッとアカデミー マウスでゲッ
トパソコン」が人気を博しました。放送３年目に突入し
たテレビアニメ『パウ・パトロール』は、YouTubeや配
信サービスに加え、夏に映画が公開されたことでコン
テンツの認知度・人気が上昇し、関連商品の販売が好
調に推移いたしました。７月に発売した新触感液晶玩具
「ぷにるんず」は、液晶画面の中のキャラクターと直接
触れ合っているかのような感覚が楽しめる商品として
高い人気を集め、販売が伸長いたしました。
また、新規事業領域拡大を図るため、ティーンから
大人をターゲットとしたネイルチップ専用プリント機
「ネルチップ」を引き続き展開するとともに、シニア向
けには顔認識機能搭載のコミュニケーション人形「う
ちのあまえんぼ あみちゃん」を販売いたしました。
デジタル関連事業等では、12月に展開２周年を迎え

たカードゲームアプリ「DUEL MASTERS PLAY'S（デュ
エル・マスターズ プレイス）」は、定期的に新たなカー
ドパックを配信するなどのマーケティング施策を展開

定番商品をはじめとした主力玩具や新商品が人気を集める。
ガチャ及びアミューズメントマシンが伸長し、前期比増。

日本国内においては、「トミカ」では、「ぐるっと変形！
ＤＸポリスステーション」が人気を博すとともに、大人や
作品のファンをターゲットとした新シリーズ「トミカプレミ
アムｕｎｌｉｍｉｔｅｄ」の展開をスタートしました。「プラレール」
においては『新幹線変形ロボ シンカリオンＺ』の関連玩
具を展開し販売が伸長しました。また、トミカ・プラレー
ルにおいて、対象年齢1.5歳から遊べる「はじめてトミカ」、
「ぷっしゅでゴー！かんたんはじめてプラレール」シリー
ズを新たに展開いたしました。「リカちゃん」では「もくも
くジュージュー にぎやかバーベキュー」「わんにゃんレン
トゲン！ リカちゃん動物病院」などが人気を集めました。
さらに、『鬼滅の刃』とコラボレーションした「リカちゃん」
「トミカ」「プラレール」「ガチャ」など様々な関連商品を
発売し好評を博しました。
2022年に20周年を迎えるトレーディングカードゲー

ム「デュエル・マスターズ」では、希少性の高いカードを
収録しコレクション性を高めるとともに、積極的なマー
ケティングが奏功し、販売が大きく伸長いたしました。
「ベイブレードバースト」は、国内における新シリーズ
「ダイナマイトバトルレイヤー」が好調に推移いたしま
した。なお、海外向けの輸出は落ち着きが見られるも
のの、社内想定を上回り、ロングセラー商品として人気

日本

業績ハイライト

地域セグメント別概況

玩具市場

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するも
主力玩具ならびにタカラトミーアーツの好調を受け、売上総利益が伸長。

売上高

利益面

は、発売20周年に向けた積極的なマーケティングも奏
功し、販売が大きく伸長いたしました。「ポケットモンス
ター」においては、「モンコレ」をはじめとした関連商
品が好調に推移するとともに、ポケモンと遊びながら
学べるキッズパソコン「ポケモン ピカッとアカデミー マ
ウスでゲットパソコン」が人気を博しました。「トランス
フォーマー」は、海外向け輸出が北米及び欧州等で伸
長いたしました。さらに、７月に発売した新触感液晶玩
具「ぷにるんず」は液晶画面に登場する50種類以上の
魅力的なキャラクターと、それらに直接触れ合っている
かのようなデジタルとリアルが融合した不思議な感覚
が楽しめる商品として高い人気を集め販売が伸長い
たしました。また、アミューズメントマシンでは2020年９
月から展開の「ポケモンメザスタ」や2021年10月から
展開をスタートした、プリティーシリーズ10周年記念作
品『ワッチャプリマジ！』が人気を呼びました。ガチャ事
業では、ガチャ人気が高まっている市場環境の中、大型
ガチャ売場の設置拡大と人気コンテンツを使った関連
商品により売上が伸長いたしました。
以上により売上高については、小売事業、イベント

事業で新型コロナウイルス感染症に伴う外出自粛傾
向の影響が長期化したものの、前期と比較すると制限
を受けながらも玩具出荷が伸長するとともに、タカラ
トミーアーツが展開するガチャ及びアミューズメントマ
シンの人気が伸長するなど、165,448百万円（前期比
17.2%増）となりました。
なお、2020年10月に米国の独立系玩具会社ファッ

ト・ブレイン・グループがTOMY International, Inc.

の子会社となり、連結業績に加わるとともに、TOMY 
Internationalグループの欧州及び豪州地域において
商品展開も開始するなど、堅調に事業が推移いたし
ました。

増）、経常利益は12,666百万円（前期比76.7%増）とな
りました。また、経営資源の機動的、効率的活用及び財
務体質の強化を図るため保有資産の見直しを行い、
当社連結子会社であるTOMY（Hong Kong）Ltd.が所
有する固定資産の事務所用不動産を第１四半期にお
いて譲渡し、その譲渡益など特別利益2,175百万円を
計上した一方で、新型コロナウイルス感染症による小
売事業への影響が前期から続いており第３四半期に
一部資産を減損処理するなど特別損失1,070百万円を
計上したこともあり、親会社株主に帰属する当期純利
益は9,114百万円（前期比69.6%増）となりました。

株式会社タカラトミー  アニュアルレポート202254 55



北米
西欧
アジア（日本を除く）
中南米

日本
東欧
中東・アフリカ
豪州・ニュージーランド

ぬいぐるみ
知育・教育 
季節商品
雑貨
ホビー
その他

ゲーム
カードゲーム、トレーディングカード
ジグソーパズル
ハイテク系トレンドトイ
キャラクター
のりもの玩具
ドール、 ままごと

日本の玩具市場（億円） 世界の玩具市場（億ドル）

5.6%

19.2%

11.7%

17.2%

1.7%

7.7%

5.4%

4.3%

3.1%

1.0%

1.2%

19.9%

2.0%

（出所: 一般社団法人日本玩具協会）

8,946
億円

2021年度 33.3%

23.5%

3.4%

1.4%

5.2%

6.4%

6.7%

20.1%

（出所: Euromonitor International）

960
億ドル

2021年

（集計期間は4月1日～3月31日）

2020年

875

2913 46
（集計期間は1月1日～ 12月31日）

1,7271,0551,441

384384 1921921761766464429429263263502107

676

2021年

960

3313 49

1,7151,0511,536

387387 1791791511519090481481279279497107

686

28920661 172571,224 8,244
2020年度

31922564 193611,782 8,946
2021年度

新型コロナウイルスのワクチン接種の浸透に伴い
感染対策の諸規制が緩和され、外出を伴うサービス
に対する消費が高まる一方、巣ごもり需要やｅコマー
ス購買には落ち着きが見られました。そのような中、コ
ンテナ不足に伴う物流混乱の影響を受けつつも、農
耕車両玩具やベビー向け食器が堅調に推移するとと
もに、ぬいぐるみ「Club Mocchi- Mocchi-」など店頭
における販売が伸長いたしました。また2020年10月
に TOMY International, Inc.の子会社となったファッ
ト・ブレイン・グループの堅調な業績も貢献し、売上高
は27,093百万円（前期比24.0%増）、営業利益はコン
テナ不足による物流費高騰の影響もあったものの415
百万円（同86.8%増）となりました。

新型コロナウイルスのワクチン接種の浸透に伴い
感染拡大により行われたロックダウンの外出制限、入
国制限など諸規制が緩和されました。乗用農耕車両
玩具が堅調に推移するとともに、インファント・プリス
クール商品においてはチャイルドシートや「Toomies」
のJurassic World関連商品など乳幼児向け商品が好
調に推移いたしました。小売店の営業状況に応じて幅
広い流通販路に出荷を進めるとともに、ファット・ブレ
イン・グループの商品取り扱いを開始したこともあり、
売上高は2,358百万円（前期比23.0%増）、営業利益は
173百万円（同53.4%増）となりました。

新型コロナウイルスのワクチン接種の浸透に伴い各
種規制が緩和される状況となりました。eコマースに落
ち着きが見られる一方で、店頭における「BRITAINS」な
どの農耕車両玩具の販売が伸長いたしました。
また、「Toomies」のバストイやJurassic World関連
商品など乳幼児向け商品が好調に推移するとともに、
プリスクール向けゲーム商品の販売が伸長いたしまし
た。さらに、ファット・ブレイン・グループの商品取り扱
いを開始したこともあり、売上高は7,206百万円（前期
比20.1%増）、営業利益は47百万円（前期営業損失75
百万円）となりました。

2021年春以降も国や地域により外出制限が実施さ
れるなど、購買動向に大きな影響をもたらしました。
韓国、香港などで新シリーズを展開した「ベイブレー

ドバースト」が人気を博すとともに、トミカ単品やトミカ
ワールドなどが堅調に推移いたしました。また、香港で
秋からテレビアニメの放映を開始した『新幹線変形ロ
ボ シンカリオンＺ』関連玩具の出荷も伸長し、「ポケッ
トモンスター」においては韓国での売場拡大、商品ライ
ンの充実により販売が拡大いたしました。以上により
売上高は46,974百万円（前期比13.3%増）となり、営
業利益は1,297百万円（同79.1%増）となりました。

規制緩和に伴いeコマース購買の動きに落ち着きが見られる中、物流混乱の影響も。
ファット・ブレイン・グループの堅調な業績が売上に貢献。

し堅調に推移いたしました。さらに、アミューズメント
マシンでは、「ポケモンメザスタ」や「ワッチャプリマ
ジ！」が好調に推移しました。
ガチャ事業では、ガチャ人気が高まっている市場環

境の中、大型ガチャ売場の設置拡大と人気コンテンツ
を使った関連商品により売上が伸長いたしました。
また、当社が JAXA等と共同開発した超小型の変形
型月面ロボット「SORA-Q」がJAXAの小型月着陸実証

機「SLIM」に搭載されることになりました。開発には
当社の玩具作りにおいて培われた小型化、軽量化の
知見と、変形機構に関わる技術が活用されました。
以上の結果、売上高は前期と比較すると制限を受

けながらも玩具出荷が伸長するとともに、タカラトミー
アーツが展開するガチャ及びアミューズメントマシン
の人気伸長から130,289百万円（前期比15.0%増）、営
業利益は14,039百万円（同55.2%増）になりました。

海外

アメリカズ 

オセアニア アジア 

欧州

2021年3月期 2022年3月期 増減 増減率（%）
売上高 141,218 165,448 24,230 17.2

日本 113,328 130,289 16,960 15.0
アメリカズ 21,845 27,093 5,247 24.0
欧州 5,998 7,206 1,208 20.1
オセアニア 1,917 2,358 441 23.0
アジア 41,458 46,974 5,516 13.3
消去又は全社 △43,330 △48,474 △5,143 － 

営業利益又は営業損失（△） 7,079 12,344 5,264 74.4
日本                               9,048 14,039 4,991 55.2
アメリカズ 222 415 193 86.8
欧州 △75 47 123 － 
オセアニア 113 173 60 53.4 
アジア 724 1,297 572 79.1
消去又は全社 △2,953 △3,630 △676 － 

（百万円）
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JOHN DEERE*

B-29

スカイピンポン

AERO PLANE 
BREGUET

プラスチック汽車・レールセット

人生ゲーム

リカちゃん

ZOIDS

黒ひげ危機一発

こえだちゃん

トミカ

TOMIX
JR東日本商品化許諾済

ミュージカン

ポケットモンスターシリーズ
ガチャ*

ベイブレード

チョロQ

LAMAZE*

せんせい

トランスフォーマー

フラワーロック

ウォーターゲーム *写真は発売当時のものではございません。

タカラトミーの前身となる
トミー（富山玩具製作所）創設
1924年創業者富山栄市郎がトミー （現
タカラトミー） の前身となる富山玩具
製作所を創設。数多くの飛行機玩具を
製作し、「飛行機の富山」の名声を確立
した。その後、玩具業界初となる流れ作
業方式の工場の設立や玩具研究部門
の設置など、次々と業界に先駆けた取
り組みで事業の拡大を図る。また、玩具
製造業者の地位向上に向けて尽力し、
玩具業界の近代化に大きく貢献した。

1924年	 AERO PLANE BREGUET
1930年	 LOOPING PLANE
1935年	 AIR MAN
1937年	 TANK
1946年	 JOHN DEERE

1920
輸出ブームの下、
いち早く海外進出を果たす
トミーは、生産高の半分を輸出が占め
る状況下、いち早くニューヨーク、ヨー
ロッパに駐在員事務所を開設し直接
進出を目指した。国内についても相次
いで製造拠点を設置し、業界に例を見
ない開発センターを開設するなど、も
のづくりに対して妥協を許さない体制
を構築した。
　タカラはビニール加工技術を活か
したヒット商品が事業拡大の原動力と
なり、総合玩具メーカーへと発展して
いった。

1960年	 ダッコちゃん
1964年	 おはなしミコちゃん
1967年	 リカちゃん
1968年	 人生ゲーム
　　　　	 マジックスカイレール
1969年	 ロボット大回転

1960

1970年	  トミカ
		 GIジョー
1972年	 変身サイボーグ
1974年	 ミクロマン
1975年	 黒ひげ危機一発
	 ポケットメイト
	 メロディポッポ
	 鋼鉄ジーグ
1976年	 ウォーターゲーム
	 あみっこ
	 ボーンフリー
		 TOMIX
1977年	 せんせい
	 こえだちゃん
1978年	 ブラックレーサー

トミーは、委託生産の香港に続き、シン
ガポールに初の自社工場を開設。海外
での生産にもいち早く着手した。創業
50周年を迎えた1974年、二代目富山
允就が社長に就任。
　トミー、タカラともに、現在まで続く
ロングセラー商品を数多く世の中に送
り出した。

海外拠点での生産に着手

1970

1980年	 チョロQ
	 ダイアクロン
1981年	 パックマン
		 UNO
1982年	 和製「バービー」（のちの「ジェニー」）
	 TVゲーム機能付パソコン「ぴゅう太」
	 織機「おりひめ」 / 編機「あむあむ」
	 メカボニカ
1983年		 ZOIDS
1984年	 トランスフォーマー
	 オムニボット
1986年	 ジェニー
	 ふわふわわたあめ
1987年	 手のひらピピ
	 のらくろロック
1988年	 フラワーロック
	 魔神英雄伝ワタルのキャラクター商品発売
	 ガチャ
	 ジェンガ
1989年	 拳闘士
	 「少年アシベ」のキャラクター
	 　「ゴマちゃんのぬいぐるみ」
	 モノポリー

改革の続行と販路拡大

トミーは、1980年にHT研究室を設置。
共遊玩具への取り組みを業界に普及さ
せていった。1985年のプラザ合意によ
り急速に経営危機に陥り、国内生産工
場の閉鎖など抜本的な改革を実行。翌
年、経営体制の刷新により三代目富山
幹太郎が社長に就任。
　タカラは、1984年の店頭公開、1986
年の東証二部上場と順調に成長を続
け、1988年には玩具本業経営から複合
多角経営へと転換を図り、幅広い層に
向けた商品展開を行っていった。

1980
プロダクトアウトから
マーケットインへ
トミーは新体制で再生への足固めを行
い、玩具・雑貨・マルチメディアの3本
柱に注力する「事業の多角化戦略」を
発表。キャラクタービジネスへの挑戦
や米国ハスブロ社との業務提携など、
次 と々新たな施策を展開。1997年には
店頭公開、1999年には東証二部上場
を果たした。
　タカラは1980年代後半から続く、生活
を豊かにするハーティーシリーズの拡
大やTVキャラクター商品のヒットなど、
積極的な商品展開で1991年には東証
一部上場を果たした。

1990年	 ミュージカン
	 子ども向け本格ワープロ「Dear」
	 ちびまるこちゃんの
	 　キャラクター商品発売
1991年	 愛鳥倶楽部
1992年	 プラレール「きかんしゃトーマス」
	 スーパーファミコンソフト「餓狼伝説」
1993年	 ビーダマン
	 ピンキッシュ
1994年	 わたしはまんが家スララ
1995年	 闘神伝
		 LAMAZE
1996年	 シールメーカーセラ
	 おやすみホームシアター
1997年	 ポケットモンスターシリーズ
	 ビーストウォーズ
1998年	 ポラロイドポケット  シャオ
1999年	 ファービー
	 ベイブレード
	 ツイスター

1990

第一創業1924〜
TOMY’S FOCUS
INDUSTRY TREND

職人魂/戦中・戦後
金属・動力

TOMY’S FOCUS
INDUSTRY TREND

大量開発・生産/経済成長
素材革命第二創業1954〜

1951年		 B-29
1953年	 スピードレーサーNo.3
1957年	 シャボン玉を吹く象
1959年	 ピギーコック
	 スカイピンポン
	 プラスチック汽車・レールセット

1950
金属から
プラスチックの時代へ
フリクション玩具「B-29」は国内外で大
ヒットし、大型玩具輸出の先鞭をつけ
た。1953年には株式会社として近代企
業への道を歩きはじめ、1959年、創業
時からの悲願であった販売会社も設立
した。このころ、玩具業界にも素材・技
術革新の波が押し寄せ、金属からプラ
スチックへ、フリクション玩具から電動
玩具へと大きな転換期を迎える。
　1955年、タカラの前身である佐藤ビ
ニール工業所設立。

商品の歴史

第三創業1984〜1st 2nd 3rd
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リズモ（Rizmo）

ぷにるんず

ベイブレードバースト

OHaNAS

プリントス

リカビジューシリーズ

アニア

のほほん族
人生銀行

デュエル・マスターズ

Omnibot17μ i-SOBOT（アイソボット）

バトロボーグ 20

プリパラ

リニアライナー
JR東海承認済

ポケモンメザスタ

ミミクリーペット

ゾイドワイルド

トミカ絆合体 
アースグランナー

ミラクルちゅーんず！

DUEL MASTERS PLAY'S
（デュエル・マスターズ プレイス）

L.O.L. サプライズ！

すみっコあつめ
うまれて！ ウーモ

新幹線変形ロボ シンカリオン

THE FIRST YEARS

© TOMY　© T-ARTS / syn Sophia / テレビ東京 / PP製作委員会　©2021 Pokémon. ©1995-2021 Nintendo/Creatures Inc. /
GAME FREAK inc. Developed by T-ARTS and MARV　©Nintendo・Creatures・GAME FREAK・TV Tokyo・ShoPro・JR Kikaku 
©Pokémon　TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids　© T-ARTS　© プロジェクト シンカリオン ＪＲ東日本商品
化許諾済　©1968,2019 Hasbro. All Rights Reserved.　© TOMY　© Hu/T・BP・TX　©Hiro Morita, BBB Project, TV TOKYO　
© TOMY　John Deere’s products under license with Deere & Company.　Lamaze® is a registered trademark of Lamaze 
International, Inc.　© ＴＯＭＹ／アースグランナー・テレビ大阪　© TOMY・OLM／ミラクルちゅーんず！製作委員会・テレ
ビ東京　©2020  San-X Co., Ltd. All Rights Reserved. 　©MGA　© TOMY　© TOMY ／ＺＷ製作委員会・ＭＢＳ　©2019 
Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids　©TOMY　©DeNA　©青木たかお・ベイブレードプロジェクト　©TOMY

玩具業界の新たな幕開け
2000年トミーは東証一部上場を果たした。さらなる成長に向
けて、開発子会社の設立やぬいぐるみの企画販売会社、新技
術活用のための新会社など、グループとして進化を目指す。
　タカラは2000年、拡玩具路線を提唱し、玩具の枠を超えた
商品展開を積極的に進め、その企画・マーケティング力を活か
し、次 と々話題商品を提供。2006年、タカラとトミーは互いの
強みを最大限に発揮すべく世界一の玩具メーカーを目指し
て合併し、「タカラトミー」が誕生した。

2000

2000年		 e-kara
	 新生だっこちゃん
	 なんちゃってホン
	 アクアロイド
2001年	 ビットチャーG
	 スイートバンビーニ
		 DREAM FORCE 01
2002年	 バウリンガル
	 のほほん族
	 デュエル・マスターズ
	 マイクロペット
		 Qi（キューノ）
	 チョコQ
2003年	 ミャウリンガル
2004年	 エアロアールシー
	 夢見工房
		 THE FIRST YEARS

2005年	 ユメル
	 ＴＶゲームソフト
	 　「NARUTO－ナルト－」
	 ウォーキービッツ
2006年	 人生銀行
	 エアロソアラ
	 赤ちゃんけろっとスイッチ
2007年	 Omnibot17μ 		
		 i-SOBOT （アイソボット）
	 いえそば
	 エアギター
	 ポケモンバトリオ
2008年	 トミカヒーロー
	 メタルファイト ベイブレード
2009年	 生キャラメルポッド
	 クロックマン

明日のヒット商品に向かって
2010年より、海外展開を加速。欧州、北米において海外版
TOMICAを投入、「メタルファイト ベイブレード」は、TVアニメ
の放送とともに全世界での展開も開始し、夏には韓国におい
て国際大会が実施されるほどの盛り上がりを見せた。そして
2011年には米国玩具メーカーRC 2（現TOMY International）
を買収し、グローバル展開へのプラットフォームを確立。真の
グローバルトイカンパニーを目指して、タカラトミーグループ
一丸となって動き出した。

2010

2010年	 プリティーリズム
	 フルキャラアイス
	 ポテチの手
2011年	 バトロボーグ 20
	 ミミクリーペット
2012年	 ポケモントレッタ
2013年	 アニア

2014年	 プリパラ
		 WIXOSS
2015年	 ベイブレードバースト
	 新幹線変形ロボ シンカリオン
		 OHaNAS（オハナス）
	 リニアライナー
		 LiccA Stylish Doll collections
2016年	 リカビジューシリーズ
	 ポケモンガオーレ
	 うまれて！ウーモ
2017年	 トミカハイパーレスキュー ドライブヘッド
	 ミラクルちゅーんず！
	 プリントス
2018年	 ゾイドワイルド
		 L.O.L.サプライズ！
	 すみっコあつめ
2019年	 リズモ（Rizmo）
		 DUEL MASTERS PLAY'S
	 （デュエル・マスターズ プレイス）
2020年	 トミカ絆合体 アースグランナー
	 ポケモンメザスタ
2021年	 新幹線変形ロボ シンカリオンZ
　　　　　ぷにるんず

2014

WE WILL CREATE NEW VALUE FROM PLAY. 

第三創業1984〜 TOMY’S FOCUS
INDUSTRY TREND

マーケティング/マスメディア成長
大衆情報革命3rd 第四創業2014〜

TOMY’S FOCUS
INDUSTRY TREND

Newテクノロジー/アナログ玩具+デジタル要素
パーソナル革命4th
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1967年の誕生から50年以上愛され続けている「リ
カちゃん」は、常に時代や流行を反映しながら、子ど
もたちの憧れや夢を形にした商品を発売してきまし
た。近年では「リカちゃん」とともに時代を歩んできた
大人にも愛されるブランドを目指した展開や、タレン
トとしても活躍の場を広げているほか、「リカちゃん」
自身のツイッターやインスタグラムも大きな話題と
なっています。

「プラレール」は、2019年に発売60周年を迎えたロングセラーの鉄道玩具で、３世代にわたって愛されているブラ
ンドです。「プラレール」の原型は、金属や木の玩具が主流であった1959年に、当時の最新素材であったプラスチック
の玩具として発売された「プラスチック汽車・レールセット」です。象徴的な青いレールは、当時家族が団らんの時を
過ごした「ちゃぶ台」の上で遊べるサイズで設計されました。この規格は60年経った今でも変わっておらず、当時の
レールと最新のレールを繋げて遊ぶこともできます。今後も、身近であり憧れでもある“鉄道”をテーマに、子どもたち
が社会を学び、創造力等の子どもたちの成長を促し、また親子のコミュニケーションを育むブランドとして展開してい
きます。日本国内ではこれまでに、累計約1,900種類、1億8,200万個以上を販売しています（2022年3月末現在）。

1970年､日本初の手のひらサイズの国産車ダイキャ
スト製ミニカーシリーズとして発売された「トミカ」は、
2020年に発売50周年を迎えました。外国製のミニ
カーが全盛だった当時、「日本の子どもたちに、もっと
身近な国産車のミニカーで遊んでもらいたい」という
熱い想いのもと誕生、今では親子３世代にわたって愛
されています。現在までに累計1,110種以上の車種が
発売され､累計販売台数は7億1,000万台を超えます
(2022年4月時点)｡

近年では定番商品に加え、人気キャラクターやコン
テンツとコラボレーションした「ドリームトミカ」シリー
ズや、ハイディテールコレクションモデル「トミカプレ
ミアム」シリーズなどラインナップを拡大しています。
また、2016年から大人向けブランド「tomica」のライ
センス展開を本格始動し、年齢・性別に関わらず幅広
い方に興味を持っていただけるブランドを目指し、ア
パレルや、文房具、日用品などにもライセンスを展開
しています。

タカラトミーグループの成長を支える定番商品、「トミカ」「プラレール」「リカちゃん」――。
多くの子どもたちに受け入れられる遊び本来の楽しさはそのままに、
時代に合わせて進化させてきたことで、常に新鮮さをともなった
ロングセラー商品として時代を超えて愛され続けています。

わたしたちの商品

© TOMY

© TOMY

※2022年6月時点のフォロワー数：合計約２3万人

© TOMY
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その他
伝統的玩具・
ゲーム

科学・知育

ゲーム・
パズル

リモコン玩具

ミニカー

乗用玩具

アウトドア・
スポーツ

ぬいぐるみ

アパレル・
ままごと

ベビー・
インファント

人形・
アクセサリー

プリ
スクール

アーツ・
クラフト

アクション
フィギュア

幅広い年齢層向けに
あらゆるカテゴリーの

玩具を展開

デュエル・マスターズ

2013年から発売されている動かして遊
べる手のひらサイズのギミック付動物
フィギュアシリーズです。「動物の特徴
や種類を知りたい」という子どもの知的
好奇心を刺激する“立体動物図鑑”とし
て楽しめる商品です。

「ダンスバトル」をテーマにした新感覚
ダンサブルドラマです。映像制作会社の
OLMと共同で原作を担当するとともに劇
中でアーティストグループ「リズスタ」へ
と変わるためのアイテムなどを商品化し
ています。

1984年にアメリカで、翌1985年に日本で
も玩具とアニメがスタートし、大ヒットし
たグローバルな変形合体ロボットシリー
ズです。2019年に35周年を迎えてなお、
世界130以上の国と地域で親子2世代に
わたり愛されています。

トランスフォーマー ネルチップ

ベイブレードバースト

本格的でありながら遊びやすい子ども
向けトレーディングカードゲームとして、
2002年に発売しました。出荷数が70億
枚以上の人気シリーズで、2019年末に
は本格的なカードゲームアプリの配信
を開始しました。

© ＴＯＭＹ　© ＴＯＭＹ・ＯＬＭ／リズスタ製作委員会・テレビ東京　© ＴＯＭＹ/Shogakukan　TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids© ＴＯＭＹ　© ＴＯＭＹ・ＯＬＭ／リズスタ製作委員会・テレビ東京　TM & © Wizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-Kids　© T-ARTS　John Deereʼs products under license with Deere 
& Company.　© ＴＯＭＹ©小学館　Lamaze® is a registered trademark of Lamaze International, Inc. 

リズスタ -Top of Artists!-

世界80以上の国と地域で、シリーズ累計
出荷数5億個以上を記録する、対戦型の
次世代ベーゴマです。2015年夏から、第3
世代「ベイブレードバースト」の販売を開
始しました。

アニア

ネイルチップ専用プリント機「ネルチッ
プ」は、タッチパネル操作で簡単に自分
好みのネイルチップを作ることができま
す。新規事業領域拡大のための第一弾
施策として、ティーンから大人までの幅広
い層をターゲットに展開しています。

タカラトミーグループが保有するブランドは、子ども向けから大人向けまで
60以上にのぼります。また、玩具15カテゴリー中14カテゴリーを網羅する
幅広いラインナップを展開しています。

タカラトミー
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John Deere's products under license with Deere & Company. Lamaze® is a registered trademark of Lamaze International, Inc.
©2003-2020 Fat Brain Holdings LLC. All rights reserved. All DC characters and elements © & ™ DC. WB SHIELD: © & ™ WBEI. (s22)© T-ARTS / syn Sophia / テレビ東京 / PCH3製作委員会    © T-ARTS ©T-ARTS / B-SIDE LABEL

アミューズメント筐体、カプセルト
イ、雑貨、ぬいぐるみなどを幅広
く展開しています。

世界的な農耕車両を玩具化しました。プ
リスクール向け商品から精巧なレプリカ
まで幅広くラインナップしています。

子どもたちに「より賢い 遊び方 “A 
Smarter Way to Play” 」を提供するとい
う理念の下、斬新かつ近代的なデザイ
ン、流行にとらわれずに長く遊べる玩具
を展開しています。

哺乳瓶や食器類、ベビーカーなど子育て
をサポートするベビー用品です。

株式会社タカラトミーアーツ ジョンディア
ファット・ブレイン

ザ・ファースト・イヤーズ

株式会社トミーテック 株式会社キデイランド

「鉄道模型」国内シェアNo.１を誇る、商品
の企画開発、生産、販売、サービスまで担
う総合ホビーメーカーです。

玩具、ファンシーグッズ、キャラクターグッ
ズ、書籍の専門店です。総合カルチャー
産業のリーダーとして、時代を敏感に
キャッチし、常に新しい情報やトレンドを
発信し続けています。

ラマーズ

発育、月齢に合わせた乳幼児
向け知育玩具です。幼児発達
の専門家のアドバイスを得て
開発しています。 ブーン

育児の不便を解消しながら、
育児世代のおしゃれ欲求もか
なえるシンプルで気の利いた
デザインの商品です。

Games & Toys 

アソビを愛するあらゆる世代
へ向け、幅広いゲームや玩具
を発信しています。

グループ（国内） TOMY International（海外）

トゥーミーズ

成長に合わせて楽しみながら
夢中になれる、クラシックな遊
びとワクワク感を両立させた
乳幼児向け玩具やバストイを
展開しています。

株式会社タカラトミー  アニュアルレポート202266 67



2021クリスマス
おもちゃ

全部門7商品で優秀賞受賞

R&D TEAM
OF THE YEAR

INVENTOR
RELATIONS EXEC
OF THE YEAR

TOY DESIGNER
OF THE YEAR

(LICENSED PRODUCT)
RISING STAR

Erik Quam
(Fat Brain Toys)

開発者
• Matt Bland  • Matt Jordan
• Tom Yamazaki(TOMY)

対象商品シリーズ
Toomies Jurassic World(TOMY)

Adam Carson
(Fat Brain Toys)

日本おもちゃ大賞2021

おもちゃ屋が選
んだ クリスマスおもちゃ2021※

Play Creator
s Awards 2021 winners

英国Mojo Nationが主催する「Play Creators Award」

4部門で1位を受賞

ゆめいろリカちゃん
カラフルチェンジ

ぐるっと変形！
DXポリスステーション 大逆転人生ゲーム ぷにるんず

「ドール・ままごと」部門

© ＴＯＭＹ © ＴＯＭＹ © ＴＯＭＹ© 1968,2021 Hasbro. All Rights Reserved.
© ＴＯＭＹ

「のりもの・どうぶつ玩具」
   部門

「ゲーム＆パズル」部門 「バラエティ」部門

※ 東京玩具人形協同組合主催。
 おもちゃを販売する全国の小売業・
問屋の人気投票によって選出。

「新幹線変形ロボ 
シンカリオンZ」シリーズ

ぐるっと変形！
DXポリスステーション

小学館の図鑑
NEOPadDX

キャップ革命
ボトルマン シリーズ

キャラクター・トイ部門

© ＴＯＭＹ ©プロジェクト シンカリオン・
JR-HECWK/超進化研究所Z・TX

© ＴＯＭＹ © ＴＯＭＹ© ＴＯＭＹ ©小学館

ベーシック・トイ部門 エデュケーショナル・トイ
部門

コミュニケーション・トイ
部門 

もくもくジュージュー
にぎやかバーベキュー FireWood Home ぷにるんず

共遊玩具部門

©T-ARTS© ＴＯＭＹ © ＴＯＭＹ

ハイターゲット・トイ部門 ネクスト・トイ部門

当社のアニュアルレポートは、米国における2大アニュアルレポートコンペティションである「LACP Vision 
Awards」と「International ARC Awards」において、数々の賞を受賞し、内容面、表現面ともに海外において高い
評価を得ています。今後もステークホルダーとの対話をあらゆる企業活動の基盤と位置づけるとともに、株主や投
資家の皆様に向けて、企業情報をわかりやすくお伝えできるように努めてまいります。

International ARC Awards
サマリー・アニュアルレポート
レビュー部門／玩具セクター銅賞受賞

LACP「2015/16 Vision Awards」
世界トップ 50社ランキング7位
コンシューマー部門 プラチナ賞（1位）

← 背幅 約3.8mm International ARC Awards
サマリー・アニュアルレポート
レビュー部門／玩具セクター銀賞受賞

LACP「2016/17 Vision Awards」
世界トップ 100社ランキング83位
コンシューマー部門 金賞

LACP「2017/18 Vision Awards」
世界トップ100社ランキング18位
コンシューマー部門 プラチナ賞（1位）LACP「2018/2019 Vision Awards」

世界トップ100社ランキング14位
コンシューマー部門 プラチナ賞（1位）
ベストレポートカバー賞

International ARC Awards
サマリー・アニュアルレポート
レビュー部門／玩具セクター金賞受賞

LACP「2019/2020 Vision Awards」
世界トップ100社ランキング14位
コンシューマー部門 プラチナ賞（1位）
モストクリエイティブレポート賞

LACP「2020/2021 Vision Awards」
世界トップ100社ランキング33位
コンシューマー部門 プラチナ賞（1位）
モストクリエイティブレポート賞

International ARC Awards
サマリー・アニュアルレポート
レビュー部門／玩具セクターHonors受賞

International ARC Awards
サマリー・アニュアルレポート
レビュー部門／玩具セクター銅賞受賞

外部からの評価

2021

2019

2017

2020

2018

2016
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発行可能株式総数:	 384,000,000株
発行済株式の総数:	 94,990,850株
単元株式数: 	  　  　100株
株主数: 	 149,663人

国内	 株式会社タカラトミーアーツ
	 株式会社トミーテック
	 株式会社タカラトミーマーケティング
	 株式会社キデイランド
	 株式会社ペニイ
	 株式会社タカラトミーフィールドテック
	 株式会社タカラトミーアイビス

海外	 TOMY International, Inc.
	 Fat Brain Holdings, LLC.
	 TOMY Asia Limited.
	 TOMY SOUTHEAST ASIA PTE. LTD.
	 TOMY (Shanghai) Ltd.
	 T-ARTS Korea Co., Ltd.
	 TOMY (Hong Kong) Ltd.
	 TOMY (Shenzhen) Ltd.
	 TOMY (Thailand) Ltd.
	 TOMY (Vietnam) Co., Ltd.

12,846,600

7,565,312

4,340,200

2,668,466

1,278,100

1 ,197,183

1,183,101

900,000

821,600

757,446

13.92

8.20

4.70

2.89

1.38

1.30

1.28

0.98

0.89

0.82

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)

司不動産株式会社

株式会社日本カストディ銀行(信託口)

富山幹太郎

STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

JP MORGAN CHASE BANK 385781（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

管理信託(富山章江口)受託者 株式会社SMBC信託銀行

株式会社SMBC信託銀行(株式会社三井住友銀行退職給付信託口)

富山彰夫

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140044（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部）

株主名 持株数（株）持株比率（%）

大株主

所有者別株式数比率

1.	 2022年２月28日付で実施した自己株式の消却により、発行済株式の総数は前期末と比べて1,300,000株減少しております。
2.	当社は、自己株式を2,697,701株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
3.	 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
4.	当社は「役員向け株式交付信託」及び「執行役員等向け株式交付信託」を導入しており、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）（以下、「信託Ｅ口」と
いう。）が当社株式669,600株を所有しております。信託Ｅ口が所有する当社株式については、自己株式に含めておりません。

商号	 株式会社タカラトミー

本社所在地	 〒124-8511 東京都葛飾区立石7-9-10

設立	 1953（昭和28）年1月17日

資本金	 34億5,953万円

主な事業内容	 玩具・雑貨・カードゲーム・乳幼児関連
	 商品等の企画、製造及び販売

従業員数	 2,418人（連結）　557人（単体）
 （2022年3月31日現在）

子会社数	 34社

主要グループ会社

会社情報

株式情報（2022年3月31日現在）

見通しに関する注意事項

私たちは、ステークホルダーの皆様に財務・非財務の両面からタカラトミーグループの中長期的な価値
創造をご覧いただくことで、より一層の理解を深めていただくことを目的に、アニュアルレポートを発行
いたしました。
本レポートでは、日本国内の少子化やデジタルエコノミーの加速、人々の価値観の多様化など、外部環
境の急激な変化に対応し、持続的に成長し続けていくためのタカラトミーグループの変化をテーマと
し、特集ページでも取り上げています。また、サステナビリティページでは、サステナビリティビジョン「世
界中の子どもたちと友だちになる」の実現に向けた取り組みや、中期サステナビリティ目標・KPIの進捗
等について紹介しています。それらを通じて、タカラトミーグループの今後の展開について、ご理解いた
だければと願っています。
さらに詳しい情報については、当社公式サイトもあわせてご参照ください（www.takaratomy.co.jp）

本レポートには、タカラトミーの現在の見通し、目標、計画、戦略など将来に関する記述が含まれています。これらは現在入手して
いる情報に基づく判断及び仮定に基づいており、将来における当社の実際の業績や事業展開を確約したり、保証するものでは
ありません。

個人・その他
金融機関
外国法人等
その他法人
自己株式

43.36%
24.01%

19.70%
10.09%

2.84%

タカラトミーグループは、2021年度に策定した中期経営計画において、持続的な成長の原動力を「おもちゃ」から
「アソビ」へと変化させ、顧客セグメントを“アソビ心をもつ世界中の全ての人 ”々に拡大させていくことを決めまし
た。表紙の地図は、ライフステージ毎に宝箱が置かれ、ワクワク・ドキドキを満たす「アソビ」と出会う楽しみが用意さ
れていること、また、私たちも新しい発想で「アソビ」を生み出すことに挑戦し続けていくことを表現しています。

表紙コンセプト

2022年アニュアルレポート編集方針
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